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　挨　　拶

　本日ここに弘前大学生涯学習教育研究センターの平成22年度年報を発刊する運びと
なりました。これもひとえに日頃より当センターの活動にご協力いただいている皆様
のお陰と感謝いたしております。
　本年度は、12月 4 日の東北新幹線全線開業に伴い、これまで青森県と共催で例年
行ってきた「あおもりツーリズム人づくり大学「はやて」」の最終開催年となり、一
区切りがつきました。これまでの学習成果が生かされることを期待してやみません。
またピアノ教員のための「ブラッシュアップ講座」は大浜和史氏を迎えての『ハノン
練習曲』の応用練習の紹介や小さなコンサートを行うなど、受講者にとっては楽しん
で学べる機会を提供できたように思われます。また総合文化祭では団塊世代の方たち
にはとても馴染みのある歌曲を皆で歌うイベント「集い、ともに歌おう！」を開催
し、センターに大きな歌声が響き渡りました。来年度も同じ内容で開催する予定で
す。歌声運動に興味のあるかた、当時を懐かしく想うかたは是非一度センターに足を
運んでみてください。
　地球の温暖化対策として「エコ」が叫ばれていたころ、いつも目を向けていたのは
私たちの住む地球の自然でした。流行や時流だからと、特に意識することもなく生活
していた人も少なくはありません。しかし 3.11の大震災ほど人の意識を大きく変え
ることはなかったように思われます。震災以降、私たちは本当の意味での「エコ」と
向き合うようになりました。これまでの浪費生活の反省をしながら、必要以上に浪費
しない工夫をしたり、電気に依存し過ぎない生活へと変換を図ったり、被災者・被災
地へすすんで協力の手を差し伸べるなど、これまで見たことがないほどに社会が大き
く変わりました。大震災がなかったら、私たちはどのような生活を送っていたのか、
今では想像もできなくなっているほどです。
　センターは今後も「開かれた大学」の一役を担うべく、事業を精査していく所存で
す。今後も変わらぬ御協力、御指導のほど、宜しくお願い申し上げます。
　最後になりましたが、被災された皆様には心よりお見舞い申し上げます。

　　平成23年 3 月

発 刊 に あ た っ て

弘前大学生涯学習教育研究センター長

浅　野　　　清
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キャリア教育へのアプローチ─基本視点を模索して─

　藤　田　昇　治

Ⅰ．はじめに

　生涯学習への関心が高まり、国の教育政策として本格的に打ち出されるようになって久
しい。文部行政や自治体の教育行政において「生涯学習」という名前をつけたセクション
があることに象徴されるように、教育行政の中で生涯学習への対応が積極的に図られてき
たのである。もっとも、それは従来の社会教育行政の枠組みを根本的に変えるものではな
く、概ね「社会教育課」という名称を「生涯学習課」として名称を変更しただけのもので
あることが多かった、ということができよう。
　とはいえ、「生涯学習」の内実として、「キャリア教育」の重要性を積極的に位置づけよ
うとする傾向が生まれてきている。従来、職業教育については厚生労働省が管轄するもの
が中心ではあったが、2011年にとりまとめられた「中央教育審議会答申」において「キャ
リア教育」が論議されたことは、そうした証左の一つということができる。
　ところで、「キャリア教育」は小・中学校から高校在学中の生徒、さらに大学在学中の
学生までが対象となることはいうまでもない。そして、現職の職業人にも必要とされる教
育である。その内容と形態は、多様なものとして捉えられるべきものである。その中で、

「大学生」に焦点を絞った場合、大学という教育機関において「教育対象」として位置づ
けられる学生ではあるが、改めて学生の持つ「教育力」にも注目する必要があるのではな
いか、と考える。つまり、大学における「教員－学生」という関係におては「教育対象」
という面が基本となるのだが、地域社会においては学生が「学生－住民」という関係にお
いて「教育主体」として「教育力」を発揮する可能性がある、現に果たしている実践があ
る、とうことなのである。
　この小論では、キャリア教育を捉える基本視点を整理することに主眼をおき、さらに大
学生に必要とされる「キャリア教育」を念頭におきながら、学生の果たす教育力（その教
育力を発揮する過程での学生の学習力の向上）ということについて、論点整理を試みた
い。

Ⅱ．生涯学習の動向

　 1．地域生涯学習を推進するもの
　地域生涯学習の展開に関しては、多様な学習機会を提供するものがある。即ち、社会教
育・生涯学習行政や民間教育産業、大学などがある。また、「学習活動」をどのようにと
らえるかによって異なるが、「学習主体」も多様なものとして設定し得る、と考える。「青

藤田　昇治（ふじた しょうじ）　弘前大学生涯学習教育研究センター　准教授
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少年」や「成人」、「女性」、「高齢者」というように、年齢・性別・社会的役割などを規準
として設定した場合である。また、ボランティア・NPO活動といった住民の活動の中で
の学習、消費者運動の中での学習、子育てや教育問題に取り組む中での学習といったよう
に、様々な地域課題・生活課題への取り組みの中での学習活動も多様なものがある。
　ここで、筆者が居住している弘前市における地域生涯学習について簡単にふれてみるな
らば、公民館（中央公民館と地区公民館がある）・図書館・博物館といった社会教育施設
があり、そうした施設を拠点とした公的社会教育の展開が重要な位置を占めている、とい
うことができよう。
　地区公民館は、かつて弘前市と合併する以前の地区（旧町村）に設置されている。事務
局長は専任職員であるが、「青少年」、「成人」、「女性」、「高齢者」といった担当は、「指導員」
という名称であるが、非常勤職員という身分である。そこでは、予算処置や職員の専門性
といった点で課題もあるのだが、地区ごとに積極的に事業展開が図られている。その中
で、近年、「弘前大学との地域づくり連携事業」が取り組まれるようになってきている1 ）。
　また、「学区まなびぃ」という、旧市街地の小学校区を基盤とした、住民の自主的生涯
学習事業も展開されている。学校関係者、町会役員、地域の体育協会等々がそれぞれの

「学区まなびぃ」の事務局を構成している。実際の事業としては、地域住民による運動会、
健康問題など住民の学習ニーズに対応した学習会、親子での参加による「親子交流」を目
的としたイベントなど、極めて多彩な事業が企画・実施されている。
　この他、民間教育産業も一定の事業展開をみせている。「NHK文化センター」や「ヨー
クカルチャーセンター」などが、公民館の講座受講者とは一部オーバーラップしながら
も、基本的に「棲み分け」した形で受講者を確保している。

　 2．民間と行政の社会的協働・協同による社会教育・生涯学習
　今後、地域生涯学習の推進を図る上で注目される取り組みの一つとして、筆者が深く関
わっている「教育支援プラットフォーム」の取り組みについて触れておきたい。
　周知のように、この間「学校支援地域本部事業」が全国的に展開されてきた。その中
で、多様な活動が、住民のボランティアよって支えられてきた。「通学の見守り」や、「読
み聞かせ」、「学校図書館の管理」、「植栽の管理」、「総合的学習におけるゲストティー
チャー」、等々である。
　しかし、こうした「学校支援」の活動は、多くは学校教育を周辺でサポートする、とい
うものであった。いわば、学校の先生が十全に教育実践を遂行できるように、あるいは児
童生徒が安全に通学できるように、ということが目標とされた活動であった。
　ところで、改めて今日の学校教育をめぐる問題を考えた場合、「学力」をめぐる問題が
主要なものの一つとなっていることは否定できないだろう。教育実践を豊かなものにする
条件の一つとして、あるいは児童生徒の「学習力」の向上や非行・いじめ克服を目指す上
で「地域の教育力」が注目されてきた、ということができよう。今後は、この「地域の教
育力」を構成するものの一つとして、企業に蓄積された「社会的知」が注目されるのでは
ないか、と考える。つまり、企業活動の中で社会的に蓄積されたもののなかには、精査す
ることによって教育内容・方法として教育実践に活用し得る要素が多様に存在している、
ということなのである。
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　企業が「地域貢献」や「社会貢献」をする形態・内容には、企業が所有している施設の
「開放」や、資金的援助、職員によるボランティア活動など、多様なものが考えられる。
その中でも、教育実践に直接・間接にコミットメントし得るのではないか、ということで
ある。
　青森県教育委員会生涯学習課が推進している「教育支援プラットフォーム」の構築を図
る事業では、住民のボランティアが積極な役割を果たすことが期待されている。即ち、「学
校」と「企業」を仲介する形で、一方では学校教育のニーズを把握し、他方では企業の
シーズを把握して、実効的にマッチングをはかることが想定されているのである。そのボ
ランティアには、教育内容・方法を新たに開発していく上で重要な役割が期待されている
2 ）。
　このような文脈の中で企業活動が問い直されたとき、そこには「民間と行政の社会的協
働・協同による社会教育・生涯学習」ということが浮き彫りになるのではないか、と考え
る。

　 3．生涯学習の中でのキャリア教育
　キャリア教育については、後にまた検討するが、ここでこれまでの生涯学習において
キャリア教育がどのような位置にあったのか、ということに簡単に触れておきたい。
　この間、日本社会教育学会の研究動向を振り返ってみた場合、私見ながら、労働・生産
過程に即した研究が極めてすくなくなってきた、ということができるのではないだろう
か。企業における労働者の就業状況をふまえ、実際の労働・生産過程の把握を基礎とし
て、労働者の技能習得について調査したり、労働条件の分析を基礎として労働者の教育・
学習要求・文化要求などを把握する、といった研究が極めて少なくなっている、と考え
る。企業内教育の実態についての調査研究も極めて少ない、と考える。農業部門では、農
業従事者の絶対的減少や兼業の比重増大といった状況が進行する中で、農民教育に実証的
に迫る研究は皆無と言ってよいのではないか。また、労働組合運動や労働者を中心とした
文化運動に関する研究も少なくなった、と考える。
　こうした動向は、様々な条件に規定されていると思うが、一つの要因として、企業にお
ける労働者の労働実態が全体として著しく多様化した、ということを指摘することができ
るのではないだろうか。また、企業内教育が依然重要な役割を果たしているとはいって
も、次第に縮小してきている、ということが挙げられるのではないか、と考える。
　ここでは、社会教育・生涯学習の多様な活動の中で、キャリア教育に関する実践が、相
対的に比重を低下させてきた、ということを確認しておきたい。
　一方、労働者個人に即してみた場合、職場内での研修機会への参加はもとより、日常生
活において常に学び続けることが必要とされており、実際に多くの労働者が自己啓発に時
間と金を投入している、ということが言えるのではないだろうか。
  教育行政においては、職業教育については基本的に厚生労働省が所管するということで、

「縦割り行政」の弊害もあり、社会教育・生涯学習の領域では、職業教育・キャリア教育
は十分体系的に追求されてきたとは言い難い、ということである。そうした中で今年出さ
れた中教審答申は、基本的に学校教育におけるキャリア教育に言及したものではあるが、
内容的には優れて社会教育・生涯学習におけるキャリア教育の在り方にも踏み込んでい
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る、ということができよう3 ）。

Ⅲ．学生に対する教育と学生の教育力

　 1．学生に対する教育＝学習力を向上させる取り組み─今日の学生の状況をめぐって─
　言うまでもなく、学生は大学において「職業的に」教育を受けることが想定された社会
的存在である。換言すれば、大学において学生は、「学習主体」あるいは「教育対象」と
しての位置づけがなされることが一般的である。また、学生の学習力やコミュニケーショ
ン能力など、その具体的な事象、学生の抱える問題などについての認識は多様ではある
が、大学教育を担当している教員の視線でとらえられることが多い。あるいは、「社会」
からの評価（企業で学生を採用する立場、社会人として受け入れている立場、さらに身の
回りで見聞する学生）に対する「言説」として、等々。
　ところで、「学生」に限定してのことではないが、学生・青年層の今日的特質として、
次のような傾向があるのではないだろうか。即ち、成長過程にあって、一方では不安・先
が見えない・自信喪失・無力感・コミュニケーション能力の欠如・社会性の欠如、等々の

「問題・課題」を抱えている。しかし、他方で、様々な可能性を持っている。既存の価値
規範に拘泥しない、創造力や挑戦力・実践力に富む、といった特質もある。そういう社会
的存在であるが故に、地域社会の教育力が大きな意義を持つ、ということであり、また同
時に、より若い世代や年長の世代に大きな影響力を発揮する、ということである。
　「ニート」などとの関連で「学生問題」を捉えようとするならば、今日の「社会」が

「学生」に及ぼしている否定的な諸要因についても掘り下げられる必要がある、と考える。
それは、小中学校や高校までの学校教育の問題などとも関連してくる。また、家庭生活や

「社会」一般の問題も大きい。「ケータイ」や「覚醒剤」、「援助交際」などの問題も微妙に
関係してくる。ここではそうした課題を正面から議論する余裕はないが、「学習力の向上」
が問題解決の一つの柱として位置づけられる必要がある、という点を指摘しておきたい。
また、同時に、学生（それ以前の小中学校・高校までの段階も含めて）の「社会参加」を
積極的に位置づけ、サポートすることが重要な鍵となるのではないか、と考えている。
　これに対して「学生が持つ教育力」についても積極的に検討する必要がある、と考え
る。即ち、社会的には「社会人」として自立しているわけではない（例外は当然あるのだ
が）、とはいっても、学生が高校生や中学生などに対しては一定の教育力を発揮する、と
いうことも積極的に捉える必要がある、ということである。実際、「高大連携キャリアサ
ポート事業」や、弘前市立中央公民館における「キッズ・ワールド」という事業、鶴田町
での「通学合宿」などは「学生ボランティア」の存在・活躍ぬきには事業が成立しない、
といっても過言ではない。
　「高大連携キャリアサポート事業」を例に考えてみよう。今日の高校生に対して、「タテ
の関係」として捉えられる家庭での「親－子」関係や学校での「先生－生徒」関係では、
必ずしもも十分心を開いて交流し信頼関係を構築することが困難な状況に陥っている場合
も決して少なくない。また、高校生同士という「ヨコの関係」の場合も、今日の状況では
必ずしも信頼関係が容易に構築できる条件下にはない。そうした中で「大学生－高校生」
関係は、いわば「ナナメの関係」として、高校生の心を開き、高校生の本音を引き出した



－ 5 －

り、自己と向き合うきっかけを与えることが可能だ、ということである4 ）。
　高校生や小中学生に対して学生が「教育力」を発揮するということは、それまでに学ん
だ様々な知識（主として学校で形成される「受験学力」）だけでなく、様々に蓄積された
社会経験や生活経験、社会的に通用している「常識」等の総体）に基礎づけられた「世界
観」や「人格」が、重要な意味を持つ、ということである。そしてそれが、高校生等に
とって、「親－子」や「先生－生徒」ほどに遠い関係ではなく、いわば自分の人生の一歩
先を行く先輩、という親近感をいだくことができる存在だ、ということであろう。
　今日では、「ナナメの関係」や「異年齢集団」が形成されにくい、あるいは機能しにく
い条件下にあるだけに、目的意識的に学生の「教育力」を育成しそれを活用することが必
要である、と考える。
　また、大学生が公民館事業と連携することで「学習力」を向上させている、「教育力」
を発揮している、という事例について触れておきたい。先に簡単に触れた「弘前大学との
地域づくり連携事業」の一環として、弘前市立中央公民館では、公民館事業と大学の正規
の授業との連携が追求されてきた。公民館の事業として位置づけられている、国際交流事
業のイベントがあるのだが、その準備の過程を基本的に大学の正規の授業として組み入れ
ているのである。また、市民のボランティアの参画も積極的に位置づけられ、授業および
公民館事業のなかで、重要な役割を果たしているのである5 ）。この授業とイベントの取り
組みの中で、「学生－学生」の関係、「学生－留学生」の関係、「学生－市民ボランティア」
の関係、そして「学生－一般市民」の関係の中で相互に学び合い、同時に教育力を発揮し
ているのである。

　 2．弘前大学におけるGPの実践から
　ここでは、学内GP「萌芽プロジェクト」として採用された事業について紹介したい。
それは、昨年度、学生の学習力を向上させることを目標として、生涯学習教育研究セン
ターが主催した講座で、「公民館事業と連携した地域密着型教育事業の新規展開─地域と
学生を結ぶ現場教育の実践─」という事業である。
　事業の概要は、地域住民を対象として行われている公民館事業に学生を参加させること
で、行政、市民、大学が協働して地域の課題・住民の生活課題に取り組む「現場型学習」
を行おう、というものである。当初の計画では、一定期間（原則として概ね 3 ヶ月以上）
複数回にわたって地域と交流することにより、社会実践の経験を通して学生達が成長して
いくことを支援し、実践的な知識・能力を獲得させることを最終目標としていた。しか
し、結果的には十分な準備・体制作りができなかったため、公民館事業への学生参加は極
めて限定されたものとで終わった。

　先にも触れたが、弘前市中央公民館は、本学教員と連携し、地域の様々な地域課題に即
した、特色ある講座を開講している。平成22年度は「弘前大学との地域づくり連携事業」
として15の講座を開講し、そのすべてに本学学生が参加している。さらに、事業の一部は
各種マスコミにおいても、度々取り上げられており、地域の関心も高いと言える。
　また、これらの講座において取り組んだ課題については、弘前市のコミュニティFM放
送「アップルウェーブ」で、毎週日曜夕方 7 時から 1 時間放送してる「りんご王国こう
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ぎょくカレッジ」内で発表されている。同番組は平成13年度から開始され、登場した本学
教員は平成21年度末で延べ235名に上っている。生涯学習教育研究センターでは、これま
でに放送された内容の一部をホームページ上で随時紹介してきた。
　本取組は、①教員による地域課題・生活課題に関する学生への講義・事前準備、②「弘
前大学との地域づくり連携事業」への参加・調査、③ラジオ番組での発表、④教員による
学生の評価、で構成される。 
　本取組では、これまでの活動をさらに発展させ、公民館・弘前市教育委員会との連携事
業とリンクさせ、密接な関連性を持たせるという位置の下にある。
　平成22年度は、生涯学習教育研究センター事業として準備を進めるとともに、試行的に
3 講座をラジオ番組で発表する。 2 年目からは、21世紀教育の一部として試行、 3 年目以
降に新規科目を設定する、という計画である。
　この取組は、学生にメディア教育としての位置づけ及び社会問題に対する解決能力を与
えるものであり、キャリア教育としても有効である、と考えている。

　平成22年10月から平成23年 3 月までに実施したこの事業の概要は以下のとおりである。
①取り組みの概要
　生涯学習教育研究センター主催による、「住民とともに地域課題に取り組もう」という
講座を実施した。基本的なねらいは、「大学－公民館」連携事業（公民館側では「弘前大
学との地域づくり連携事業」と呼んでいる）について理解を深め、さらに地域課題・生活
課題について理解を深めるよう、講義を行った。講師は、生涯学習教育研究センターの専
任教員・藤田昇治（筆者）が担当したが、第 8 ・ 9 回はゲスト・ティーチャーを迎えてい
る。
　また、「弘前大学との地域づくり連携事業」の実践に参加させた。
　さらに、 2 月26日（土）放送の「アップルウェーブ」のラジオ番組の中で、学習した成
果の発表を行った。

②生涯学習講座「住民とともに地域課題に取り組もう」
　対象は弘前大学の学生に限定し、木曜日 3 ・ 4 時限（10時20分～11時50分）に、総合教
育棟「418」教室で開講した。

〈第 1 回〉2010、10、 7
　講座の目標や概要について説明。
〈第 2 回〉2010、10、14
　地域で継承されてきた生活文化、とりわけ食文化について説明。
〈第 3 回〉2010、10、28
　地域の産業活性化・地域づくりの課題について説明。
〈第 4 回〉2010、11、 4
　過去と現在を結び、「新しい公共性」や「社会の利益」について説明。
〈第 5 回〉2010、11、11
　住民の医療・福祉問題（食生活を中心に）について説明。
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〈第 6 回〉2010、11、18
　住民の医療・福祉問題（病気と介護を中心に）について説明。
〈第 7 回〉2010、11、25
　地域における多様なボランティア・NPO活動について説明。
〈第 8 回〉2010、12、 9
　ボランティア・NPO活動の実践例について報告。
　ゲストティーチャー＝「キャリアサポート研究会」の学生による活動の紹介。
〈第 9 回〉2010、12、16
　市民と学生、草の根の国際交流をめざした事業について説明。
　ゲストティーチャー＝古舘奈津子（弘前市立中央公民館）。
〈第10回〉2011、 1 、13
　地域住民の学習・地域づくりの活動と公民館の役割について説明。

　講義と関連して、「弘前大学との地域づくり連携事業」の中で、10月に実施されたスイー
トソルガムの収穫作業と、1 月に開催された国際交流事業、そのほかリンゴの収穫作業に、
受講している学生が参加した。

③ラジオ番組での成果発表
　 2 月26日（土）、夕方 6 時30分～ 9 時の時間帯で、サタデーナイトウェーブ「市民が育
てる弘大生」という名称の番組に、講座受講者の学生 1 名の他、「弘前大学との地域づく
り連携事業」に参画している教員 3 名・学生 5 名が出演した。さらに、地域でのボラン
ティア活動に参加している学生 3 名が出演した。番組の中で、事業の内容や、学生として
参加して学んだことを、各人が発表した。

④講演会の開催
　 3 月 8 日（火）午後 4 時～ 5 時30分、講演会「地域に根ざした大学開放を推進する中で
学生の学習力の向上を図る」を、講師に木村純教授（北海道大学高等教育推進機構高等教
育研究部生涯学習計画研究部門）を迎え開催した。対象を「弘前大学との地域づくり連携
事業」に関わっている公民館職員や大学教員などに絞ったが、公民館職員・教育委員会職
員・学生など12名の参加をえることができた。

⑤成果と課題
　生涯学習講座の受講者は、人数は少ないのだが毎回受講しており、また公民館と連携し
た事業には、清水・千年公民館で行われた「スイートソルガム」の収穫事業に参加する
他、 1 月16日に開催された中央公民館主催の国際交流事業にも参加している。
　この他、「大学ー公民館」連携事業とは別に「リンゴ収穫作業」にも参加している。
　ラジオ番組での「成果発表」には、講座受講者の学生の他、「弘前大学との地域づくり
連携事業」や地域でのボランティア活動に参画・参加している教員・学生が出演した。
　こうした講座・事業に参加し、ラジオ番組で発表することをとおして、①地域の課題・
住民の生活課題をより実際的・具体的に学ぶことができた、②公民館職員・地域住民と交
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流することで触発を受け問題意識の整理をすることができた、③ラジオというメディアを
とおして学習成果を発表することで、自己の学びを客観化し、より学習を深化させること
ができた、④学生以外の人々との交流の中で、コミュニケーション能力を発展させること
ができた、という点を確認できる。

Ⅳ．キャリア教育を捉える基本視点

　これまで、成人に対する職業教育については、キャリア教育という場合、個別的な職業
資格取得に特化する傾向が強かったが、近年「キー・コンピテンシー」の形成に主眼がお
かれるようになってきている。社会変容・技術革新などに対応した労働力の養成は1965年
のユネスコ成人教育部会での議論以来重視されてきたが、「キー・コンピテンシー」とい
うことが国際的にも国内的にも重要なものとして注目され、関心は非常に高いものになっ
ている6 ）。
　ここで、「キャリア教育」と職業訓練・職業教育について考えてみたい。
　「キャリア教育」は、学校教育・社会教育いずれにおいても教育内容に関わる主要な課
題であり、「主体的に職業人・社会人として生きていくための準備教育および実践的教育」
として捉えられるべきものである。これまで「中央教育審議会」などでは、主として、児
童生徒に対する教育として議論されてきた。しかし、「キャリア教育」は、実際に社会の
様々な場面で求められる労働力としての形成と職業観の形成という、 2 つの内容が統一さ
れたものとして設定される必要がある、と考える。佐藤一子が提起する「『働く』という
問題をいかに社会教育の課題にすえられるかという問題が、青年期においても中高年期に
おいても問われている」7 ）ということへの回答は、労働力としての形成と職業観の形成
を基礎に、さらに「『労働・生産・生活過程』を主体的に編成する『主体性』を確立する」8 ）

という文脈の中に求められる、と考える。

　次に、「大学開放」と「キャリア教育」について検討したい。
　近年、首都圏の一部の私立大学などでは多様な「キャリア教育」を軸とした教育事業を
展開するようになり、「大学開放」事業の一つの基軸として「キャリア教育」が設定され
るようになってきている。社会人を対象とした「キャリア教育」は、厚生労働省や文部科
学省などの行政の枠にとらわれず、企業内教育とは異なり、個人の主体的な学習や自律
的・自立的な自己実現を目指す学習として実践的に探究されるべきものである。近年、カ
ウンセラーなど特定の職種については、公開講座や「授業公開」などで、「大学開放」事
業として対応する例も増加しているが、国立大学をはじめ多くの大学では、今後本格的に
事業展開される必要がある、というのが現状である。
　キャリア教育についてはこれまで弘前大学でも、平成16年度から自治体（青森県）と共
催で「あおもりツーリズム人づくり大学『はやて』」という公開講座を実施してきた。こ
れは、講師陣に大学教員、観光業や旅客業などの第一線で活躍している企業人（例えば、

「星野リゾート」の星野氏や「東京ディズニーリゾート」の田丸氏等）などを迎え、地域
の産業の活性化なども視野に入れながら、主として観光業や接客業などに関わりを持つ
人々の「キャリア教育の場」として重要な役割を果たしている。
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　この他、弘前市教育委員会と生涯学習教育研究センターと共催で、「公民館等職員研修」
を実施している。弘前市の地区公民館・中央公民館の職員等を対象として、社会教育・生
涯学習に携わる職員の力量向上を図る研修を実施してきた。
　また、ピアノ指導者を対象として、その指導力の向上を図る、キャリア教育としての性
格をもった講座も実施してきている。
　こうした経験からも、「大学開放」の一環として、「キャリア教育」が積極的に追求され
るべきである、と考える。
　ところで、今日、日本の大学進学率は約50パーセントになり、高校と大学の連携を視野
に入れた「教育改革」が必要とされている、と考える。これまでの教育は、教科に分割さ
れさらに受験にシフトして「学力」が一面化されると同時に「選別」のツールになってい
る。また、従来「職業科」は特定の職種に特化した教育であるというとらえ方が根強くあ
る。しかし、「キャリア教育」は「社会人・職業人」としてのトータルな形成を図るもの
であり、そうした視点を基軸として「教育改革」を展望する、そのために具体的に可能性
を明らかにする必要がある。
　外国の事例に学ぶという意味では、オーストラリアの例は極めて示唆に富むものであ
る。
　オーストラリアにおける高等教育の所管は、「教育・雇用・職場関係省」（Department of 
Education, Employment and Workplace Relations）である。日本の厚労省と文科省が統
合されたような部門で、高等教育や職業教育が一元化されている。これまでの筆者のオー
ストラリアとの比較研究では、今後の日本のキャリア教育を確立していく上で多大な示
唆・教訓が得られている。

　以上にように捉えるならば、「大学開放」との関わりで、以下のような課題が設定され
る、と考える。
　第一に、「キャリア教育」のプログラムの実践的開発ということである。
　企業や行政・協同組合など様々な労働場面において「キャリア教育」を確立する上で基
本的な視点を探求することが求められている。また、「大学開放」の具体的な事業として
実施できる、「教育プログラム」を開発することが必要である、と考える。その内容は、「専
門的な知識・技能の習得」と「社会人・職業人として生きる」ということに関わる「ジェ
ネラルな人間形成」とを統一的に捉えたものである。そのプログラムの中で設定される

「修得されるべきもの（能力）」は、資料の収集やその検討、課題の整理、仮説の設定・論
証・プレゼンテーションといったことができる能力であり、そうした能力の形成・涵養を
実践的に図る、ということである。これまでの弘前大学での実践をふまえるならば、そう
した能力の修得においては、グループ学習の方法・形態が有効である。
　第二に、「キー・コンピテンシー」を基軸とした「キャリア教育プログラム」の作成、
ということが挙げられる。
　様々な領域の企業（人事課）や公共職業訓練機関・「ジョブカフェ」など、「職業能力形
成」や「就職相談」などを担当する機関において実態調査を実施し、「卒業生」や人事担
当者へのアンケート調査を実施することで、実際に職場で要求される「キー・コンピテン
シー」を明らかにすることが求められている。さらに、「大学開放」事業に対する社会的
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なニーズの把握を基礎に、「キャリア教育」プログラムを作成しその有効性の検討を行う
ことが必要であろう。

　山田兼尚はこの間の国立教育政策研究所における調査研究活動をふまえ、「キャリア発
達は、自己概念の発達という問題だけではなく、さらに広く、人生全体を通じての職業の
位置づけやキャリア形成の知見との関わり」が深いとしている9 ）。探究されるべき「キャ
リア教育」は、具体的な職業に即した知識・技能の修得にとどまるものではなく、その学
習効果として一人一人が主体的に社会と関わることの意義を理解すること、「学習意欲の
向上」をはじめ学習活動の様々な場面で積極的に興味関心をいだき、自立的・自律的に生
活を営むようになること、を可能にするものであると考える。
　また、「キー・コンピテンシー」については、「相互作用的に道具を用いる」「自律的に活
動する」「異質な集団で交流する」10）といった内容が集約的に示されているが、これをよ
り具体化し、「大学開放」事業としてプログラム開発することが、今後の「大学開放」事
業の展開を図る上で重要である、と考える。

Ⅴ．結び

　学生は、大学において「教員－学生」という関係においては「教育対象」として位置づ
けられ、その「学習力」の向上が問題とされ、卒業後「社会人」として労働し生活してい
く上での諸能力の形成、そして「人格の形成」が求められるところである。しかし、今日
では、必ずしも、そうした教育が十分成果を上げているということはできない。学生を受
け入れている企業の側からの要求に応えられない、あるいは新規採用されても直ぐに離職
してしまう傾向が強い、「ニート」と呼ばれる青年・成人層が増大している、といった現
状もある。しかし、実際に「社会」において学生が果たしている役割をみた場合、そこで
学生が持つ「教育力」を発揮することで学生自身が大きく成長している、ということを積
極的に評価する必要がある、ということを指摘したい。それは、「社会人」としての準備
教育という意味において、また、「社会参加」することで「学習主体」として自らの「学
習力」を向上させている、という点である。
　キャリア教育の重要性については、近年急速に理解がふかまってきているとは言うもの
の、「学校教育」に傾斜し過ぎるきらいがある。大学教育の中でさらに社会教育・生涯学
習の領域にまでふみこんだ研究はまだ緒についたばかり、というべきであろう。とは言
え、従来の職業教育・職業訓練との関連で捉え直す必要があり、「大学開放」の事業の中
で蓄積された経験などをふまえた、実証的な研究が求められているところである。

〈注〉
1 ）「弘前大学との地域づくり連携事業」については、庄司輝明「大学と連携した公民館

活動の新機軸─キーワードは「面白い！」と「三方一両得」─」（『弘前大学生涯学習
教育研究センター年報』、第11号、2008年）および庄司輝明「三方一両得のまちづく
り─弘前市立中央公民館と弘前大学の連携─」（全日本社会教育連合会『社会教育』、
2011年 2 月号）を参照されたい。また、古舘奈津子「大学と公民館、連携で生まれる
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もの─大学の授業『国際交流を考える』で作る公民館事業『国際交流ふれあいパー
ティー』─」（『弘前大学生涯学習教育研究センター年報』、第14号、2011年）は、「弘前
大学との地域づくり連携事業」の一つとしての「国際交流」の事業についてまとめた
ものである。

2 ）詳しくは、青森県教育支援プラットフォーム調査研究委員会『ボランティアスタッフ
主体の推進エンジンをもつ「教育支援プラットフォーム」の構築に関する調査研究事
業調査研究報告書』（2011年 3 月）を参照されたい。なお、筆者はこの調査研究委員
会の委員長を務めている。

3 ）中央教育審議会答申「今後の学校教育におけるキャリア教育・職業教育の在り方につ
いて」（平成23年 1 月31日）は、キャリア教育・職業教育のみならず生涯学習の今後
の在り方を考える上でも重要な提言をふくむものとなっている。この答申は、標題に
あるように、「学校教育における」という限定がなされているのだが、社会教育・生
涯学習にも言及している。今後、「キャリア教育」を理論的・実践的に探究していく
上で、重要な意義を持つ「答申」となる、と考える。なお、この点については、別の
機会に検討したい、と考えている。

4 ）この点については、坂本徹「今、若者に必要なこと─高大連携によるキャリア形成を
支援しよう─」（『弘前大学生涯学習教育研究センター年報』、第12号、2009年）を参
照されたい。

5 ）詳しくは、古舘奈津子「大学と公民館、連携で生まれるもの─大学の授業『国際交流
を考える』で作る公民館事業『国際交流ふれあいパーティー』─」（前出）を参照さ
れたい。

6 ）「キー・コンピテンシー」については、ドミニク・Ｓ・ライチェン、ローラ・Ｈ・サ
ルガニク著／立田慶裕『キー・コンピテンシー』（明石書店、2006年）を参照された
い。

7 ）佐藤一子『現代社会教育学　生涯学習社会への道程』（東洋館出版社、p.45、2006年）。
8 ）拙稿「キャリア教育と大学開放を展望して」（『弘前大学生涯学習教育研究センター年

報』、第12号、2009年）。
9 ）国立教育政策研究所編『キャリア教育への招待』（東洋館出版、2007年）。
10）注 6 ）と同じ。



－ 13 －

「子育ち支援」の観点から学校・家庭・地域の連携について検討する

　深　作　拓　郎

1 ．はじめに－研究の視点

2006年12月教育基本法の改正により、第13条に「学校・家庭及び地域住民の相互の連携
協力」が加えられた。

確かに、子どもの育ちを保障するという観点からすれば、この三者の密接な連携は必要
不可欠である。学校支援や家庭教育支援の問題にとどめず、地域社会の教育を創造すると
いう視点に立ち、三者の連携について検討するならば、地域に居住する子どもたちと保護
者の現状と課題を的確に捉えるとともに、三者が共有できる「子ども観」を練り上げてい
くことが必要である。

子どもを育む観点から「学校・家庭・地域の連携」を考えた時、地域という枠組みをど
のように捉えていくのだろうか。「子どもを育む」という視点に立った時の地域のイメー
ジ、さらに踏み込めば、何と・何処と・誰とどのようなつながりを築くのか、また学区や
自治体単位というような地域の空間的イメージなど、それぞれの地域が実情に合わせて描
けるような学習の必要性を提起することが大切である。

さらには、目標とする「連携像」についても同様で、仮に「地域における人間関係の濃
密化」と設定した場合、同質な関係に留まらず、これまで異質とされてきたところへアプ
ローチをすることで、従来にない新たな関係性が創造されていく。同法13条の「教育にお
けるそれぞれの役割と責任」を意識した場合、その関係性を創造する学習を確保していく
ことも重要である。

日本社会教育学会では、「学校・家庭・地域社会の連携と社会教育」というテーマで、
2009年から 2 年間プロジェクト研究として取り組まれた。筆者もシンポジウムに登壇し、
その際にも発言したが、この問題を「学校支援地域本部事業」などの実践レベルでの連携
論に留めておいてよいのだろうかと問題提起した。子どもの育ちという観点から考えれば、
単に教育という概念に拘らず福祉分野など隣接領域を見通して検討すべきである。

その観点から考える際に議論すべき論点として以下の 3 点が挙げられる。
①学校・家庭・地域が共有できる子ども観を練り上げていく必要がある。
②地域という枠組みをより豊かに練り上げていく必要がある。学区、生活圏など、生活

の基盤である地域のなかで子ども観をどう考えるのか。
③目標となる「連携像」をどう練り上げるのか。
子どもの育ちという視点から学校・家庭・地域の連携について考えると、理論研究・実

践研究双方視点から議論することで、生活の基盤である地域の姿と共有する子ども観を豊
かに描いていくことが何よりも大切であると考えている。

深作　拓郎（ふかさく　たくろう）　生涯学習教育研究センター　講師
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2 ．「学校・家庭・地域の連携」の課題
 1 ）社会教育の立場から語る「連携」とは
最初に、社会教育についての捉え方について整理しておきたい。住民の主体的な学習活

動を指すものであり、その支援などの環境醸成を社会教育行政の役割と社会教育法では定
義され、その理念のもとに実践されているが、本稿では、行政上の区分として社会教育職
員（社会教育主事、公民館主事）の立場から考えていきたい。

社会教育の立場からすると、地域の人材や自然資源や社会資源を積極的に教科に取り入
れることで、体験的かつ具体的に学習することができ子どもたちの学習効果も大きい。そ
して、地域の大人とたくさん関わることにより、子どもたちのコミュニケーション力や社
会性を育むことも期待できる。それだけでなく、普段公民館等で活動している地域の大人
が普段活動している内容を子どもたちに披露することで、成人の学びもより効果的な高ま
りが期待できる。社会教育が、自主的自発的な学びであることや地域の課題や自分自身の
関心に応じた学びを支援している社会教育関係職員であれば、常に感じていることであろ
う。

しかしながら、派遣社会教育主事を除けば学校教育を経験していないため、いわゆる各
教科のカリキュラムや時間配分といった教科指導の内実を細部にわたって把握しているわ
けではない。学習指導要領によって定められているため、仮に教科において地域の資源や
人材を活用した授業を実施するといった場合、他の単元との関係も含めて時間配分のやり
くりなどを行わなければならない。それだけではなく、地域の人をゲストティチャーとし
て招いた授業を実施するとなれば、事前の打ち合わせはもちろんのこと、授業前後の応接、
謝礼、礼状のことなども考えなければならず、 1 回の授業でも相当な負担が生じてくる。
もちろん教員自身も「より学習効果を高めたい」と思っているはずではあり、うまくマッ
チングさせるだけでなく負担感をできる限り少なくするなどの配慮も必要であろう。

 2 ）学校教育における課題
昨夏、学校支援地域本部事業の研修会にて、教員たちから「学校に勤務しているのであっ

て、地域を意識したことが無い」という発言があった。確かにその通りで、市町村をまた
いでの転勤も少なくない。そのたびに地域に人脈を築いたり歴史を調べたりすることには
限界がある。長年居住もしくは通勤すれば見えてくることだろうが、そもそも、教員免許
を取得するための必修科目に社会教育関連の科目や児童福祉に関する科目は置かれていな
い。したがって地域を把握するツールは乏しいと言っても過言ではない。

それらを踏まえて、学校教育の立場から語られる家庭・学校・地域の連携について考え
ると、学校と家庭・地域社会が関わりあうことにより、教育活動の活性化を図るというこ
とである。やや過激に論ずると、学校経営が円滑に進むようにPTAをはじめ地域社会が
必要な部分に絞って支援してほしいということである。これは、ここ 1 ． 2 年の間に学校
支援地域本部事業の研修会や社会教育主事講習等で筆者が教員と会話した時にも聞かれる
言葉なのである。先日は「本当はこんな（社会教育）仕事やりたくない。子どもを指導す
るために教員になったのに…」という発言もあった。一見もっともだと思うのだが、本質
が見えていない発言である。ある教育委員会の資料に記述されていた「学校を開くことに
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より、地域の人々が学校への眼差しが注がれる機会が増え、教師には市民感覚が芽生え（以
下省略）」の一文に怒っていたが、そう書かれても仕方がない。

一方で、教員だけに問題があるわけではない。土日にも学区の活動に顔を出す先生や熱
心に部活動に取り組む先生は「一生懸命で良い先生」と保護者から賞されるが、教員も家
に帰れば居住する地域の一員なのである。つまり、この要求は矛盾をもたらしているとい
うことにそろそろ気がつかなければならない。

3 ．青森県内における取り組みの状況

 1 ）放課後子どもプランの実施状況
青森県内の放課後子どもプランの開設状況を把握するために調査を実施した1。
まず、青森県内における放課後対策がどのように行われているのか、平成22年度におけ

る「放課後子ども教室」「児童館・児童センター」「放課後児童クラブ（学童保育）」の開設
状況を調べた。青森県内40市町村でみると、放課後子ども教室が105、放課後児童クラブ
268、児童館・児童クラブが107開設されている。県内には公立小学校が346校設置されて
おり、「放課後児童クラブ」のみ開設されている校区が一番多く166校（48.0％）、「放課後子
ども教室」「児童館・児童センター」「放課後児童クラブ」のすべてが開設されている校区
が48校（13.9％）、「放課後子ども教室」のみ、「放課後児童クラブ」のみが、それぞれ41校

（11.8％）、いずれも設置されていない校区が50校（14.5％）であった。
しかし、開設日数などにばらつきがあり、「児童館・児童センター」「放課後児童クラブ」

では年間250日以上開設しているところがほとんどであるのに対し、「放課後子ども教室」
では週 3 日程度の開設のところが多数みられる。また、放課後児童クラブでは、定員の関
係から対象学年を 1 年生のみあるいは 1 ・ 2 年生のみに限定されている施設もあることも
わかった。少子化対策により保育所の拡充が進み、青森県内では待機児童が実質ゼロとなっ
てきており、今後小学生の放課後対策が課題として挙がってくることが予想される。

青森県内の「放課後子ども教室」 2 事業と児童館・放課後児童クラブを 3 ヶ所、岩手県
内の「子どもの居場所づくり事業」 1 ヶ所、児童館・放課後児童クラブを 2 ヶ所フィール
ドワークした。

このフィールドワークでは、開設している状況を把握することで、子どもたちの様子を
はじめ活動がどのように展開されているのか、指導員の考え（子ども観）や子どもへの関
わり方を把握することを柱に掲げて訪問した。あわせて、運営者や子どもに関わる指導員
へのヒアリングを行った。当初は、子どもたちからもヒアリングをすることを考えていた
が、本音を引き出すまでの関係づくりが時間的に難しかったため、 1 ヶ所に限定して中学
生と高校生からのヒアリングに留めた。

現地に赴いてわかったことは、開設を急ぎすぎたために、図書室や空き教室を使用して
いたり、高学年の授業やスポーツ少年団活動（青森県内では「部活」と称している）との
兼ね合いでグランドや体育館が使えない、あるいは静かに過ごさなければならないため学
習・補習に特化せざるを得ない状況があることがわかった。保護者や学校サイドからは「怪
我をさせないように」「学力低下を防ぐ活動を」と求められることも少なくないようであり、
現場では今流行の「安心・安全」「学力向上」と「心身を育む手段としての遊び」の間に
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ジレンマが生まれている。
そのほか、指導員へのヒアリングから、地域のつながりを広げていくことが体験活動の

幅を広げたり、子どもを見守る体制を構築していく上での必要性を感じていることがわ
かった。そして、そのためのコーディネート能力の向上を図るための研修や遊びを通した
健全育成の質をより向上させていくための研修の機会をより求めていることもわかってき
た。文科省では年 4 回以上研修の機会を設けるよう補助要項で定められているが、子ども
と深くかかわっていく中で更なるスキルアップをしたいという要求が生まれてきていると
いう証であろう。

 2 ）学校支援地域本部事業と地域プラットホーム事業の現状と課題
県教育庁生涯学習課によると、県内40市町村あるなかで、学校支援地域本部事業は21の

市町村小学校68校中学校28校で実施されている。学校支援ボランティアとしては「学習ア
シスタント」「ゲストティチャー」「環境サポート」「施設メンテナー」の 4 分野あるなかで、
複数の分野にまたがって活動している例が多く見受けられる。学習支援や環境整備に特化
せず、地域住民が子どもたちや学校とさまざまな関わりが出来ていることが伺える。特に
地域と学校をつなぐコーディネーターを重視しており複数配置している学校も見受けられ
る。地域の人々が集うる専用室の設置も進んでいるが、西北や下北地区は小規模校が多く、
専用室の確保が困難な学校もある。校長室や職員室を上手く利活用する方策がこれから求
められるであろう。このほか、地域の大人に限らず高校生などの年上のお兄ちゃんお姉ちゃ
んが小学生や中学生の学習サポートやプリントの丸付けサポートなどに入る取り組みがむ
つ市や五所川原市で行われているのも特徴的である。

22年度より県では「青森県教育支援プラットホーム事業」をスタートさせた。学校支援
地域本部事業を発展させたもので、地域の人材だけでなく、学校と企業等を結びつける仕
組み「教育支援プラットホーム」を構築することによって、企業等による教育支援活動の
活発化を図かり、より多くの学校が充実した教育活動が展開できるよう体制の整備を図る
ことを目標に掲げ、県内 3 地区で研究をスタートした。

筆者も中南・西北地区の委員として参加したが、会議の席上で方向性が示されたときに
は非常に驚いた。県が提示したその内容は、地区ごとにボランティアを募り、研修をした
後に企業やNPO等の団体を訪問して「学校教育に対してどんな支援をしてくれるのか」
シーズ調査をしてくるというものであった。

青森県は他県と比べると「学校支援地域本部事業」を積極的に実施し、その効果も出て
きているが、学校現場は「学校支援」という言葉に騙されている点も見受けられる。その
会議の席上でも、「学校教育を支援してもらうことで、すべての子どもが平等に体験や学
習の機会を受けられる」と説明されていた。確かに、さまざまな体験活動や人との出会い
は子どもの育ちにとってメリットが大きいが、社会教育活動も然り、企業等は教育支援の
ために活動しているわけではない。学校を支援するためにだけに社会教育があるわけでは
ない。「学力向上」や「子どもは地域の宝」といったスローガンを掲げ、地域や企業の持
ち力を「学校支援」に収斂させるのは問題である。幅広い視野に立ち、子どもの育ちの支
援をどのように体制整備していくかを検討すべきであり、学校教育は子どもの育ちの一場
面であるというスタンスでなければならない。
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 3 ）青森県における地域的課題
北東北は、高度経済成長期から過疎化が加速化し、早期から少子高齢化を迎えていた。

70年代頃からは、季節保育所と児童館、公民館を兼ね備えた施設が整備されるなどの対策
が取られてきたが、子ども集団的な遊びは困難な状況になっていた。近年進められている
小学校の統廃合はそれに拍車をかけている。

さらには、平成21年度に県子ども未来課が実施した「ひとり親家庭等実体調査」2によ
ると、特に母子世帯においての貧困率の高さが顕著になった。年収200万円未満の母子世
帯の割合は約78％、非正規雇用の世帯は約57％という高い水準を示している。筆者がフィー
ルドワークをしたある自治体では、離婚などの理由で実家に戻り、祖父母が育児を担うい
わゆる孫育てをしている世帯が20％を越えている。年収も低く非正規雇用、なおかつ一
家族の人員が多いという地域特有の課題も出てきている。その点から見ても、「学校支援」
や「教育支援」という言葉の本質は、単なる学校教育を支援することではなく、学校を一
つの拠点として地域全体で子どもを育むしくみづくりという観点で追及していかなければ
ならない。

4 ．子どもは地域や他者との関わりをどのように広げていくのか

 1 ） 2 つの調査からみえてきた子どもの視点
高橋・阿比留・深作は、作文の記述から子どもたちが持つ「仕事」についてのイメージ

を探る共同研究3を行った。この研究は、新宿区の小学 3 年生から 6 年生が書いた「しん
じゅく・わたしの街　働く人・地域の仕事・家族の仕事」をテーマに描いた1768の作文を

「全体段階」・「家族段階」・「母親段階」・「賃労働・無賃労働」のカテゴリー別に分析をして
誰をどんな仕事を書いているのかを調べたものである。

当初は、学年が上がるにつれて身近な学校の教職員からさまざまな職業に広がっていく
ものだろうと想定していた。それは、自営業以外では親の働く姿を見る機会が少ないので
イメージしづらいだろうと予想していたからである。しかし、作文を分類してみると、家
族を描く傾向が全学年にわたって強く、特に生活圏が限定されることから低学年は特にそ
の傾向が顕著にみられた。成長につれてそれが拡大し、自らの夢としても独立していくと
推測できる。加えて、同性の親を対象として書かれている傾向もみられた。学年別に大差
はない。作文を読むと親にインタビューしたり、家族内の団欒のなかで会話がなされて、
働くことについてのイメージづくりに一定の影響を与えており、特に同性の親だとイメー
ジがしやすいのではないかと考えられる。

しかも、学年があがることによって生活圏が拡大することで、「地域の人」を書く割合
も上がっていく。母親の仕事と共通する点として、無賃労働を記述するケースが増えてく
るのである。子どもたちは「仕事」に対して、大人が捉えている「賃労働」だけでなく家
事や地域活動といった「無賃労働」も含めて捉えている。それは、実際に働いている姿を
見て仕事像をつくっていることが言えるのではないだろうか。

この研究に前後して、深作が埼玉県Y町で中・高校生約20名を対象に、地域の人々や施設、
商店などをどのように認識していくのか、相関図の作成とヒアリングによる調査を行った。
他者を認識していくパターンとして、①近隣づきあいやママ友を通じて他者を認識してい
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く、②クラスの友だちを通じて他者を認識していく、 2 つに大別することができた。①の
パターンの中高校生は、地域の活動や社会教育事業にも積極的に参加している傾向があり、
早期から家族以外の他者（特に異年齢）を認識していることがわかった。また、①・②両
方のパターンで共通していることとして、地域の活動や社会教育事業に参加している中高
校生は、他者への交わりに対して肯定的に捉える傾向が強く、特に他者を「モデル」「お手本」
としてみていることがわかってきた。それだけではなく、人だけではなく機関（施設や店）
も認識しているという特徴がみられた。

　 2）子どもと地域の人々（大人）の関係をどう捉えるか
2 つの研究からは、子どもたちが地域の人々（大人）をどのように見ているかというこ

とが垣間見える。
地域の人々（大人）は、同一地域の居住もしくは勤務しているという点で、空間共有を

しているが、それぞれの社会的な位置や階層、日常生活での価値観や規範、生活経験が異
なる。教員や保育者、保護者と違い、一般の大人は子どもを保護・指導・援助といった責
任を持たない。住田は、地域社会の範囲を「日常的な対面的接触の可能な範囲」4とした
上で、地域の大人と子どもの関係を「距離をおいた自由な立場」で接することができる「一
方向的」と述べている5。

子どもたちからすると、仲間集団での集団遊びや地域の大人との交流（住田は「他人と
の不断の交渉」と呼んでいる）は、他人との関連で自己を覚知し、葛藤を経て、自己の価
値観の修正や他人との関係調整能力を培っていく。亀山佳明はこの点に注目し、地域に居
住する親や家族以外の他者、特に「準拠者」を「社会的オジ」6と称している。

先に紹介した中・高校生へのインタビューで興味深いコメントが 3 名から得られた。そ
れは、同じ地域の大人でも、学校の授業で出逢うのと地域で出逢うのとではイメージが違
うという。学校あるいは授業という先入観があるからかもしれないが、定められた時間で
交流が終ってしまうことと、知識や技術の習得に限定され、一人ひとりの個性が活かされ
づらいのかもしれない。そういう点では、地域の大人との出会いのきっかけとして学校は
有効かもしれないが、人間対人間としての関わりを意識するならば、学校のみに求めては
限界がある。

例えば、従来の「キャリア教育」は、自分の夢と仕事観形成を重視した取り組みが行わ
れていた。体系的に学習できるという点では評価できるものである。だが、果たしてそれ
だけで良いのであろうか。今回の分析で「無賃労働」を一定数挙げているということは、
家事労働や地域活動も、子どもたちの「仕事」観形成において一定の影響を与えていると
いうことを示している。つまり、学校外での日常のあそび、社会教育活動や家庭内での家
事労働など、身近な家族の存在、生活全体の体験も重視されるべきではないだろうかと考
えている。

その理由は、小学校中・高学年は、著しく社会的役割を獲得していく時期だからである。
現実の社会生活に参加し、そこで生活を営む過程で、普遍的な役割を習得していく。例え
ば堀内守7や江馬成也8は、それぞれアプローチは違うが「一人前」「役割」という視点か
ら子どもの社会化について検討している。両者に共通することは、以前のような家庭・地
域・学校が共通の教育目標があり連続性もみられたが、社会構造が変化した今日、新たな
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視点で「一人前」になるしくみを家庭・学校・地域が検討していく必要があると唱えている。
この「一人前」の概念が「仕事」像に置き換えることができるとするならば、子どもた

ちの作文からも読みとれたように、今日的な産業構造の枠組みでの賃労働に限定するので
はなく、家庭・地域・学校の連続的に捉える視点が必要であり、キャリア教育においても
同様で、家庭内の家事労働や地域での社会教育活動を子どもたちが経験することで視野が
広がっていくのと同調させた視点を培うことで、子どもたち自身の実体に合わせたより意
味のあるものになっていくのではないだろうかと考えている。

5 ．まとめにかえて－子どもを中心に据えた学校・家庭・地域社会の連携とは

最後に 2 つの指摘を紹介しておきたい。
北宮千秋は、保健師として関わった母子保健の実践で感じた課題をもとに、障がいや重

度の疾病を抱える子どもと保護者が抱える生活課題を丹念に調査している。その調査では、
保護者が医療機関をはじめ学校や保育所、保健所、児童相談所、市町村の福祉担当窓口な
どとの連絡調整・手続き、通院などを一手に引き受けていることと、それをやりこなすた
めの極度のプレッシャーに置かれているという実態を明らかにした。その上で北宮は、介
護保険におけるケアマネージャーのようにコーディネートする人材を母子保健・児童福祉、
ひいては育児支援においても配置が必要であることを提起している9。

児童館のあり方についての議論が最近盛んになってきている。それは、児童福祉法第40
条に規定されている内容を前向きに捉え、地域の子育ち支援のコア施設としての役割を確
立させていこうというものである。吉成信夫は、「児童福祉法に明記されている遊びの提
供＝児童館という枠組みを超えて、子育て支援の地域拠点施設として、子どもや親からの
相談を受け止め、地域内に点在する子どもに関わる施設やひとをつなぎあうセンター機能
を持つ方向へと進化させることができれば」10と、児童館の新たな方向性を提起している。
地域のどこの機関やどの役職とつなぐことで、「子育ち・子育て支援」に関わる諸課題に
ついて網羅できるかというマクロ的な視点として示唆に富むものであると考えている。

この 2 つの指摘は、子どもの育ちを「教育」の概念だけで捉えようとすることの限界を
提起しているのである。それに関連して、小川太郎は、子どもの生活・活動の内容を「基
本的生活」「労働」「遊び」「学習」の 4 つに分類して日本の子どもの生活史を捉えた11。小
川は、長時間労働に拘束された時代から解放され、遊びや学習活動に移行していった点に、
生活の進歩を捉えていった。増山均は「学校外教育」が抱える論点として、①学校教育と
社会教育の再編成、②教育と福祉の統一、③子どもの文化と教育の相関の 3 点を掲げてい
る12。これらの先行研究は、子どもの育ちに合わせた時、従来の「学校・家庭・地域社会
との連携」の概念では捉えきれないということを示唆しているものである。

これらの問題提起も踏まえて、筆者の立場である「子育ち」13という視点から、学校・
家庭・地域社会の連携を考えていくならば、地域や企業による学校教育支援に留まらず、

「放課後子どもプラン」や「子ども・子育て応援プラン」といった施策にも目配りしつつ、
かつ福祉や文化をも踏まえて捉えていくべきであり、より子どもの育ちの実態に近づけて
考えてくべきであろうという主張である。より具体的に言えば、〈遊び（遊育）〉〈生活（養
育）〉〈家事労働（訓育）〉〈福祉・医療（療育）〉〈学習（教育）〉の 5 つの視点を総合的に捉
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えて考えていくということである。そのためには、①地域で共有できる（する）子ども観
を形成していくこと、②連携を進めることで、地域と大人の姿（目標）を描くための学習
が何よりも大切である。

これまでも、子ども会や少年団、子ども劇場おやこ劇場などに代表されるように、地域
では、さまざまな子どもの社会教育活動が取り組まれてきている。増山均は子どもの地域
活動をめぐる問題点をいち早く提起している14。

筆者は、これまでいくつかの地域の子どもの社会教育活動の調査をしてきているが、近
年強く感じることは、それぞれの団体の内容（スポ少でいえばその種目の特徴）は豊かに
語られるようになってきているが、一方で、子どもの成長・発達の姿を活き活きと語る場
面が少なくなってきている。さらに言うと、同一地域内にも関わらずそれぞれの団体のつ
ながりは薄れており、基本とすべき地域の子どもを育むという視点が薄れてきているよう
に感じる。

荒井文昭は、1947年文部省が発行した『父母と先生の会－教育民主化のために』から
PTAの理念について「①子どもたちの幸福のためにどのようにすれば考える組織、②子
どもの幸福のための家庭と学校と社会教育の責任を分けあい力を合わせる組織、③会員相
互の学習活動や社会活動を通して、日本の民主主義をつくりあげていくことにつながる」
と 3 つの要素から成り立つと述べている15。ここで問われていることは、子どもの幸福と
は何かという、教育そのものの捉え方にも関わることでもあり、これは単なる手段として
の連携ではなく、子ども観、あるいは子どもの幸福とは何かということを学び合い、地域
全体で共有しようとする「うねり」を起こしていくことが、今日最も必要だろうと考えて
いる。

学校現場では「総合的な学習」を中心に、さまざまな地域に根ざした実践がみられる。
太田正男は「『まちづくり学習』として呼ぶことができる」16と述べるように、地域の大人
の体験や経験に基づく知恵や技を知ることは、家族以外の他者を知るという点だけでな
く、地域を形成する一人の人としての認識の大切な機会であると言える。しかし、子ども
たちのヒアリングからもわかるように、授業の枠に当てはめるだけでは不十分である。だ
からこそ、学校支援という枠に留まらず、多様な機会を地域での生活の中に、子どもと大
人が交流を持ったり、さまざまな活動に参加できるようなしくみを用意し、地域を形成す
る一員として認識できるようにする「まちづくり・まち育て」の視点に立つことも必要で
あろう。

そこで、2010 年に施行された「子ども・若者育成支援推進法」に注目したい。これま
で児童相談所や NPO などがばらばらに手がけていた子どもや若者への支援をネットワー
ク化し、内閣府に育成支援推進本部を設置することを盛り込まれた。さらには、日本国憲
法・子どもの権利条約の理念に基づくものと明記され、12 条には子どもの意見表明を保
障するための施策や参画の取り組みを明記されたこと、子どもと若者をつなげ連続性を持
たせたという点は高く評価できる。

つまり、地域の形成者としての認識を図るためには、大人だけでなく子どもたち自身の
参加・参画の機会を保障することも重要である。ゆるやかな形での参加・参画の場面を設
定していくことが必要である。

それは、世代や立場を越えて、「子どもの健やかな育ち」「子どもの幸福」とは何か、地
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域で実現するためにはどうするべきなのかを問い続け、課題にぶつかるたびに膝詰めで話
しあいながら信頼関係を構築つくり実現させていくという過程を大切にするということで
ある。
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地域づくりと生涯学習
～学びを活かした場づくりと小さなチャレンジ～

辻　　　悦　子

はじめに　

3 月11日に東日本大震災が起こり、計り知れない不安の中を生きている方がたくさんい
るかと思います。私たちは、直接的な被害は少なかったものの、明日への不安は同様で、
ようやく軌道に乗り始めたコミュニティカフェの運営に頭を抱える毎日です。　

自分たちの住む地域を大事にしながら、想いと実践を紡ぎ、様々な出合いを繰り返して
進んできました。これからも、これまで以上にその思いを強くし実行して行こうと決め、
短い時間の取り組みではありますが、一人でも多くの「自分たちの地域を元気にしたい」
と考えている方たちの一助になればと思い、ご紹介させて頂きます。

つながる絆パーティーとでる・そーれの誕生

今から 2 年前の平成21年 4 月18日、閑散としていた五所川原駅前になんとか賑わいを創
り、駅前から地域を元気に、そして自分らしく働く場を創りたいとの想いから、本州最北
端の民間鉄道である津軽鉄道五所川原駅前にコミュニティカフェをオープンさせました。
そのきっかけとなったのは、「つながる絆パーティー」という民間活動団体の結成です。
青森県基本計画推進重点事業（青森県企画調整課）平成20年～21年の 2 カ年で、絆で結ぶ
地域がつながるモデル支援事業として、人と人とのつながりや、絆、ソーシャルキャピタ
ルの概念を西北地域に導入して、西北地域の特産品の開発を行うという内容で取り組みま
した。構成メンバーは16名で、農業生産者、主婦、書家、税理士、印刷業、公務員など、
多種多様な職業で、初めて顔を合わせる人もいましたし、以前から交流があった方もいま
した。最初の取り組みは、ソーシャルキャピタルの勉強会でした。ここでの勉強会で、「信
頼に基づいた関係が構築された地域では、必ず物事が上手くいく」という社会関係資本の
考え方を学び、実践に導入して、モデル的に何か活動を行っていくことで合意しました。
最初の段階でこの信頼関係の構築の仕方を座学で共有しているので、その後の活動での議
論が比較的スムーズに進んだと思います。とはいってもこの地域は議論が上手くできない
地域と言われており、しがらみや利害関係がはっきりとしている地域でもあり、この考え
方をベースに進めていなければ、もしかしたら空中分解していたかもしれません。普段
は、あまり接することのない大学の先生のお話はとても新鮮だったのと、年齢に関係な
く、前向きに意欲のある人たちと共有する時間はとても有意義でした。日常生活に刺激を
与えてくれる仲間は、今でも貴重な出合いだったと思っています。

又、メンバー一人ひとりの個性を知るために、飲み会を飲みニュケーションと呼び集ま

辻　　悦子（つじ　えつこ）　企業組合　でる・そーれ　理事

《実践報告》
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りました。「想いを知る」「相手を知る」「特技を知る」きっかけとして、各自がみんなに教
えたい一押しを持って参加する等、それぞれの立場や垣根を越えて話し合いました。その
後、更に生産者と消費者の交流会を経て、具体的な 3 つのプロジェクトを立ち上げて行き
ました。この具体的にポイントを絞った活動が、メンバーそれぞれを動きやすくしました。

講座などで一緒に学んできた仲間であっても、夢や希望を本気で語り、それを受け止
め、一緒にやれるかどうか、そのタイミングに巡り合うことはそうそうあるものではな
く、それゆえに、これまでの自分が参加した活動の中での講座とは少し違い、やりたいこ
とをやりたいメンバーで自由に進めていける環境と、継続できる仕組みをビジネスとして
取り組むことは大きなポイントだったと思います。今まで地域活動の中で得てきた知識や
技術を、一気にアウトプット出来たことや、ビジネスを意識して身近な目標設定を数字に
出すこと等、様々な要素が上手く関係したので、実際のカフェ運営にもつながったと思い
ます。メンバー同士のゆるやかなつながりが活動を楽にさせ、それぞれが絡み合った信用
をうまく構築出来たことも同様です。その一方で、大人になってからの学習の場で、自分
の興味や強みを活かせる仲間との出会いは運命を変えるといっても良いのかもしれませ
ん。何歳であろうが、これから何かを始めてみたい人は積極的に講座へ参加をし、自分自
身で活動することの意義を見つけだしてほしいと思います。又、つながる絆パーティーの
活動中に気を配っていたことは、特徴のある人たち（偏った意見）を排除せずに、意見と
して聞き、議論を重ね、地域の中にどんな場所を作り、参加しやすい環境を整えるかとい
うことでした。つながりを活かしたいために、スピードを落として進めなければならない
時もあり、どの時点で仲間の合意を得るべきか悩むことは多く、これまでの経験や考え方
の違いから企画倒れになることもありました。ただ、地域に開かれた公共の場を地域住民
の手でつくることの目的は一致させていたので、その為の手法や手段はみな違うことをお
互いが理解してあげることが大事だと思います。

つながる絆パーティーのメンバーは、仲間のやりたいことを応援できる関係性が出来て
いた為、でる・そーれを自分たちの店として関わり、広めてくれることが一番うれしく思
います。だからこそ、人との関係性を上手に広げて、小さい経済効果ではありながらも、
みんなの利益につながっていくことが私たちに課せられた責任と思っています。

ドキドキしながら、コミュニティビジネスとしてスタート

閑散としている駅前をなんとか変えたい一心で、考えていることを書き出し、ビジネス
プランをつくりだすために 3 人で意見交換しました。話し合いは早朝の時もあれば深夜に
なることもあり、それぞれが役割を持ち、妥協することなく、やりたいことをやるために
一生懸命でした。これから始めようとすることは、誰のためでもなく自分自身のため。で
もそれは、まだ見えぬ誰かの幸せでもあり、喜んでもらえる相手に出会う楽しみの追求で
もあったのです。最初の目標は、 3 人それぞれに作ってきたネットワークや経験を活か
し、持続可能な仕組み＝ビジネスとして成り立つ仕組みをつくることでした。コミュニ
ティビジネスとして始めることでした。

コミュニティビジネスとは、 地域の課題をビジネスの手法を使って解決するもの、また、
地域資源を活用して地域活性化を図る事業と言われています。
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私たちは地域のシンボルである津軽鉄道を軸として地域一体に経済効果を生みだし、働
き方を考え、住民と観光客、生産者と消費者のつながりを大事に奥津軽全体が商品になる
ように提案していく事でした。この取り組みを行うためには、 コーディネーター（中間支
援的な役割）、プレイヤー（事業者）、サポーター（住民や生活者）が必要で、生活者や住
民の応援が特に必要とされています。市民からのニーズが高いほど、支持されて成功に近
づくとも言われています。

私たちの取り組んでいる、津軽鉄道を軸とした駅前から賑わいをつくるストーリーは、
この三者のバランスがとても良いことが自慢でもありますが、津軽鉄道の澤田社長から、

「始めてみないとわからない。やってみなさい」と言われた時、やろうとしていることの
大きさを実感し、覚悟が決まったと思います。

つながる絆パーティーのメンバー、安心安全な食材を提供してくれる生産者、地域住民
の応援、コミュニティビジネスの他地域の成功モデルの紹介や農商工連携の手法、ファシ
リテーション講座等、学びの時間を作ってくれた中間支援NPOとの連携、事業者として
自立するため小さな実践を繰り返し、津軽鉄道という地域の大事な資源を活用した商品開
発がビジネスとして継続するための仕組みづくり
に発展しました。

コミュニティカフェを立ち上げて、 1 年半の活
動ののち、売買契約などの問題を解決するため
に、新たにメンバーに女性 2 名を加え、 5 名で出
資をして平成22年10月に企業組合として再出発を
しました。
　（左から、北澤、松野、代表の澁谷、高木、辻）

平成21年 3 月 3 日に東北ソーシャルビジネス支援協議会が行った、夢のビジネスプラン
コンテストの発表から約 2 年が経ち、その間に様々な支援をいただき、平成22年度 3 月、
経済産業省が発行したソーシャルビジネスケースブック『地域に「つながり」と「広が
り」を生みだすヒント』に掲載頂きました。地方の駅前の小さな取り組みが評価されたこ
とに、とてもうれしく思っています。

経済が低迷し、社会環境の変化に伴い、自分の身の回りのことに不満を抱いている人が
多く、あきらめや人任せが多くなりました。時間のかかることはせず、目に見える価値や
成果だけを求めることに振り回されています。手を伸ばせばきっと届くかもしれないこと
をあきらめ、時間のかかることを無駄と感じている多くの人たちとは対照的に日々の暮ら
しの中で感じていたことを表現してみたい、大きくお金を動かすことを考えていたのでは
なく、日常のふれあいに喜びを見つけだし、働きがいや女性が生き生きと暮らすことを考
えての取り組みでした。

失敗するか、成功するかの 2 者択一の進路ではありません。目指すは、その時自分はど
う考えて実行したのかです。振り返ってみて、信頼、思いやり、覚悟、勇気、チャレン
ジ、仲間とキーワードが浮かぶ中で、今、メッセージとして伝えることは「変化」と「感
謝」です。一歩踏み出したことで多くの人との出合いがあり、変わることを恐れないこ
と、そして感謝の気持ちを持つことで未来は拓けていくことを実感しています。
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「おいしい」と「面白い」と「お金」を意識

カフェの運営を通して、自分たちの働く場をつくり、雇用の場をつくり、コミュニティ
の場をつくってきました。一人で出来ることは限られていますので、仲間と一緒に不足を
補いながら、お互いの夢をかなえ合う関係をつくりだしています。そして、継続するため
に、利益を上げることも話し合っています。

次は具体的にコミュニティカフェの紹介をします。
津軽鉄道本社の 1 階に「サン・じゃらっと」という、津軽鉄道サポーターズクラブが津

軽鉄道から借り受けて地域に開放した場所があります。その中にフードコートとして、で
る・そーれが、カフェを開いております（図 1 ）。主力商品として、津軽鉄道と共同開発
した『ストーブ列車石炭クッキー』（商標登録商品）があり、ストーブ列車の維持に役立
てて頂くように、直接販売で10％、外部販売で 5 ％の売り上げに対した名義使用料を支
払っています。石炭クッキーを食べれば食べる程、でる・そーれの売り上げも上がり、ス
トーブ列車の維持にも役立つという仕組みです。津軽鉄道、津軽鉄道サポーターズクラ
ブ、そして、でる・そーれの信頼関係を基盤としたビジネスです。お互いの強みを活かし
て、協力関係を構築し、 みんなが儲かる仕組みを提案しています。販売当時からおいしい
～の声と同時に、面白い！と言われ、地元の子ども達から観光客の方に人気です。

関係性を活かしたビジネスの仕組み（図 1）

津鉄、サポーターズクラブ、でる・そーれの信頼関係を基盤としたビジネス
お互いの強み得意分野生かした協力関係の構築
みんなが儲かる新しい仕組みの提案

次に、メニューの一押しとして紹介するのが津鉄汁です。
五所川原市金木産の青森シャモロックの上品な “だし” と

平川市産の香りのよい舞茸、つがる市車力産のごぼうと長い
もすいとん、彩りにニンジンが入り、白髪ねぎをのせて仕上
げています。

地元産100％にこだわり、津軽金山焼きの器に盛り付け、
あっさりと上品に仕上げています。（写真が津鉄汁）

平成21年度に国土交通省の助成金で商品開発をした「青森シャモロックとまとシチュー」
も好評で、鶴田町のハウスで育てた完熟トマトをたっぷりと使い、酸味が効いた味です。
どちらも地域資源の活用として、津軽鉄道沿線で飼育された青森シャモロックをベースに
して作りました。
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地元の資源を活用した食事の提供やお土産品の販売、休憩スペースの提供をはじめ、特
産品を活かした商品開発や、地域のモノや人をコーディネートしながら、奥津軽全体が商
品になるように事業展開しています。（図 2 ）

でる・そーれ事業概念図（図 2）

コミュニティビジネスとして始めてみたものの、経営に関する知識は浅かったので、応
援して頂いている税理士さんはとても心強い味方です。又、平成21年度に青森県のアドバ
ンス事業として選定になり、専門家より経営支援を受けました。外部からの指導で、素人
ながらコンセプトや、資金繰り、店舗レイアウト、季節のメニューなどを検討しました。
定期的に専門家が来るということで、課題を先送りすることなく進めることが出来たの
は、大変良かったと思っています。このように、外からの支援は重要で、気心の知れた仲
間であるほど、フォーマルな環境を作り出すことに配慮し、対等に議論できることを大事
にしています。

専門家の先生方からは、コミュニティデザインを考えて商品づくりを行うこととアドバ
イスを受けていたので、一つの商品プロセスにより多くの人を巻き込み、試食会、完成披
露パーティーの開催など集まる機会を作り、独りよがりな商品にならないように工夫して
進めています。

若者とよそ者の力を借りて元気になる 

ビジネスを苦手としながらも果敢に進めてきた理由は、地域とのつながりを作っている
ことです。

その中で紹介したいのが、若者の力を活かすまちづくりの実践です。高校生まちづくり
クラブ（平成22年度五所川原市民提案型補助事業）では、高校生が月に 1 回程度、定期的
に集まり、地元の食材を活かしたスイーツの開発を行いました。五所川原市特産品の赤~
いりんごを活用したロールケーキ「赤～いくるりんごちゃん」は、季節限定で今後も販売
予定です。

弘前大学地域連携授業では、大学生 6 名と青森りんごの付加価値を高めるために 5 種類
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のりんご（ふじ、王林、金星、インド、ジョナゴールド）を販売、箱詰めして発送しまし
た。青森りんごの色の美しさに改めて感動し、生産者の想いが詰まったりんご箱を目の前
にして、きっと喜んでもらえるとみんなで盛り上がりました。

このようなまちづくりに若者の力を活かす取り組みを教えてくれたのは、三重県相可高
校食物調理科の「高校生レストラン」の仕掛け人でもあり、行政職員として仕事をしなが
ら、まちの活性化や様々な地域とつながりを持っている岸川さんとの出会いからです。 

コミュニティの場づくりとして行うなかで、若者を活かすまちづくりでは、実体験を通
してコミュニケーション力をアップし、即戦力として社会に出すことが期待されていま
す。確かに社会に出て、即、通用することは大事ですが、私たちがそれ以上に教えている
ことは自己肯定感を育むことです。今後もこのような形で、若者の育ちの応援をしていき
たいと思います。学生との出会いは、私たちに人を育てることの楽しさや難しさを教えて
くれました。私たちが実践の中から得た答えは、コミュニティビジネスの成功は売上や雇
用規模ではなく、地域形成にあるということです。成功軸をどこにおいて考え、目的を達
成していくかだと思います。最近の地域の課題は何かと絶えず見渡しながら、言葉として
いろんな人に投げかけて、自分たちのアイディアを出し合い、想像力を膨らませて、若い
力を借りながら、共に解決していきたいと考えています。
 
　　　　　　　　　　　　

活動の想いと子育て

私の住む五所川原市は、津軽半島のほぼ真ん中に位置付けられます。海、山の幸が豊富
で、おいしい食べ物がたくさんあります。岩木山が美しくそびえ立ち、津軽平野がどこま
でも広がり空気がおいしい自然豊かな地域です。

祭り好きが多く、もつけで人情味があって本当に良いところで生まれ育ったと思いま
す。しかしながら、近年では経済の衰退と雇用状況の悪化、少子高齢化と人口減少が顕著
でもあります。農業の担い手は不足し、若者の働く場所は十分とはいえず、高校や大学を
出ても仕事に就けない為、人口流出に歯止めがかからない状態です。

これまでの活動基盤となっているのは子育て支援活動です。平成16年にNPO法人子ど
もネットワーク・すてっぷを立ち上げ、代表理事に就任し 8 年目を迎えました。多くの学
びはこの活動の時間の中から作られたものです。自らの子育ての中で共に助け合い、共に
育ち合い、関係性を地域の中に作り、自分の子どもも地域の子どもも一緒に育てながら、

高校生まちづくりクラブ看板 弘前大学生が考案した青森りんご
「奥津軽からおすそわけ」
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笑って、泣いて、怒って、賑やかに活動してきました。今でも「地域みんなで子育て」を
合言葉に進めていますが、その思いとは反対に、地域住民間の関係性の希薄化が進んでい
るような感じがします。　　

声を掛け合うことは余計なお世話かもしれないと、人との交流が限られてしまうと、子
育て環境はますます悪くなり、せっかく人情味のある土地に育った意味がありません。人
とつながることで楽しくなる「共に楽しむ子育て」は大事にしたいと考えています。

その意味でも、コミュニティカフェの役割としては、「食」をベースにしながらも、い
ろんな分野で共通した問題を解決できる面白さがあります。それぞれの世代につながるこ
とを今後も意識し活動したいと考えます。

これからも笑顔で奥津軽を発信

東日本大震災の影響で、停電の為食事の提供は少し休みましたが、その間にも顔を出し
てくれる地域の応援団、カフェの利用者がたくさんいました。始めてわずか 2 年の取り組
みですが、確実にリピーターが増え、高齢者や石炭クッキーが好きな子ども達、働き盛り
の40～60代で、コミュニティカフェは、みんなの居場所として世代間交流で賑わっていま
す。そして、津軽鉄道を利用する方や観光客をはじめ、地域住民、生産者の人たちとの出
会いをこれからも続け、つまづいた時や苦しい時こそ励まし合って、心の底から笑いあえ
る関係をたくさん築いていきたいと思います。
「人を集めてモノを売ることで交流の場は生まれ、小さな経済が生みだされる。自分た

ちの地域で楽しく暮らそうとしている人の目には、資源が豊かに広がり、必要なこと、大
切な事が見えてくる」と、半島つながりの高知県の活動家から学びました。様々なことを
受け入れる自分であれば、いつの時でも、いつまでも学習の機会は自分を成長させてくれ
ます。

民間ならではの発想や自分たちで得たノウハウで少しずつチャレンジし、新しい価値や
モノを生みだし、コミュニティカフェをビジネスとして継続させたいと考えます。

これからもコミュニティとビジネスの 2 股思考で進めて行きたいと思います。時にはバ
ランスを崩すこともあるかもしれませんが、地域の人、コト、モノをつないで、温かく
て、明るくて、おいしいをモットーに、地域に愛されて、観光客からは津軽を身近に感じ
て頂けるような場所をつくっていきたいと思います。　

閑散としていた駅前に少しずつ賑わいが出てきました。消費者と生産者を食でつなぐコ
ミュニティカフェとして誕生しましたので、今後も青森県の食を資源として活用し、活動
を通して、人とモノを発掘していきたいと考えています。

終わりに

これからも、「考えること」、「人、地域とつながること」、「行動すること」は大事にして
いきたいと思います。

学びを活かした取り組みが各地で広がり、行動につなげて、それぞれの小さな一歩が集
まってどうあるべきかを一緒に考えて行きましょう。
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大学と公民館、連携で生まれるもの
～大学の授業『国際交流を考える』で作る公民館事業

『国際交流ふれあいパーティー』～

　古　舘　奈津子
　

「みんなでたのしむアジアのお正月」「知りたい！世界の結婚式」これは、平成21年度、
平成22年度に弘前市立中央公民館と弘前大学との連携事業として実施した国際交流事業

『国際交流ふれあいパーティー』のキャッチコピーです。なかなか人を惹きつけるタイト
ルになったこのパーティーは、スタッフ数約100人、参加者数約100人という、総勢200人

超のイベントとして実施され、参加
者の方々からとても楽しく貴重な経
験になったという声を多くいただく
素敵なイベントとして成功をおさめ
ました。

このパーティーは平成21年度から
『弘前大学との地域づくり連携事業』
という運営方式で実施されました。
大学と公民館の連携から生まれるも
のは何か。これまでの 2 年間の事業
の展開と、担当者として実感してい
る効果について紹介します。

はじまり：国際交流イベントはしたい、でも外国人ボランティアがいない

中央公民館で実施している国際交流事業はいくつかありますが、その中でももっとも参
加者数が多く、子どもから大人まで幅広く人気のあるイベントのひとつが、市民と外国人
の方の交流のための『国際交流ふれあいパーティー』です。国際交流イベントですから、
もちろん外国人の方との接触の機会が多い方が、参加者の方に喜んでいただけます。しか
し、イベントの規模が大きくなるほど、外国人の参加者の確保に、公民館職員としては頭
を悩ませることになるわけです。

このパーティーは平成20年度まで、弘前大学の国際交流センターのご理解をいただき、
小山宣子准教授のご協力のもと実施されてきました。留学生による、それぞれの国の音楽
の演奏や踊りの披露、ゲームの進行、パーティーで提供する料理のレシピづくりと調理な
ど、参加者が異文化に触れられるような貴重な体験の企画と実施ができたのは、弘前大学
の留学生のみなさんの熱心な協力のおかげでした。しかし、小山先生とお話する中で、そ

古舘奈津子（ふるだて　なつこ）　弘前市立中央公民館　国際交流担当

平成21年度ポスター 平成22年度ポスター

《実践報告》
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の多くの準備の負担が、数少ない留学生にかかっ
ていることについて、負担が大きすぎるとパー
ティーは留学生にとって楽しいものではなく負担
になってしまうのではないか、国際交流のイベン
トなのに、外国人だけが日本人参加者にサービス
するというやり方はよくないのではないかと問題
を感じてもいました。

それでも外国人の方の協力はこのイベントには
なくてはなりません。協力してくれる外国人の方
にも、協力してよかったと心から思えるようなや
り方を考える必要がありました。どうしたら関わる人がみなさん楽しく参加できるやり方
にできるのか‥。

新しい事業のかたち：弘前大学との地域づくり連携事業

そのころ公民館では、『弘前大学との地域づくり連携事業』という新しい事業がいくつ
も展開し始めていたところでした。

この事業が通常の講座と大きく違うのは、公民館職員が講座を企画し、講師を依頼し謝
金を支払うというかたちではなく、大学の先生本人が事業の企画をするというところで
す。この事業は大学の先生がそれぞれの研究テーマで、関心のある地域の人たちと関わっ
ていくことで生まれる大学側発信の事業と言えます。

公民館と大学が協力することで、地域の知的資源である弘前大学から地域の住民にいろ
いろな学習の機会を直接提供し、人づくりや地域づくりを可能にする事業ができるのでは
ないかと、この新しい事業のかたちがスタートしました。

公民館は大学と地域のマッチング、事業実施のための準備などを担当しますが、先生方
への謝金の支払いは行っていません。しかし、関心のある地域での活動場所と事業参加者
の確保などを公民館が担うことで、先生方それぞれの研究への有効な協力にもなる、相互
にメリットのある関係です。　　

この方式ができたことにより、公民館と大学がお互いに場所や費用の心配をすることな
く、重要と思われる事業を、長い期間をかけて実施することが可能になりました。

連携事業方式を採用：パーティーの準備を、大学の授業として実施してみる

平成20年度の振返りと平成21年度の打合せの際、小山先生は、いいパーティーだったと
は思うけれども、やはりボランティアとして協力してくれた留学生の負担は大きく、留学
生が本当はどう思っているのか、ただ働きさせられていると思っているのではないか心配
だとおっしゃっていました。

そこで、連携事業のひとつとして、パーティーの準備を授業として実施する案について
考えていただけないかご相談させていただきました。留学生の活動時間を授業内で確保す
ること、準備活動によって単位を取得できること、この 2 つのメリットを設けることで、

平成20年度パーティーの舞台発表
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留学生からも積極的な参加が期待できるのではないかという考えからです。
先生からは、留学生だけの授業ではなく、21世紀科目という日本人の学生も留学生も受

講する、一般教養の授業で実施するのはどうかという案をいただきました。
実際、国際交流パーティーの担当者として企画と運営をして感じていたのは、何よりも

自分がいちばん国際交流の機会が多かったという事実でした。
国際交流パーティーで実際に市民が外国の方とふれあうのは、パーティー当日の 2 時間

だけで、お手伝いしてくれる外国人の方との打合せはすべて公民館職員、つまり私一人が
行っていました。

外国人の方との打合せの中で自分が感じたこと、たとえば言葉の壁による意思疎通がう
まくできないことや、それを乗り越えて共通の理解まで至る喜び、また、日本とは違う考
え方や表現方法に触れること、純粋に違う国の人と笑顔で話すことができる嬉しい気持
ち、このように多くの異文化に触れる時間こそが国際交流の事業に必要なもので、私一人
だけが体験するのではなく、このパーティーに関わる人に味わってもらうことはできない
のだろうかと思っていたところだったので、パーティーの準備への日本人の参加はとても
望ましいものに思えました。

こうして平成21年秋、公民館の国際交流事業『国際交流ふれあいパーティー』を実施す
るための弘前大学の21世紀科目『国際交流を考えるA』が誕生しました。

授業の準備：何を学んでもらうのか

平成21年度の事業の詳細打合せをした際に、小山先生から、大学の授業として国際交流
パーティーの準備をするにあたり、国際交流という要素ひとつだけだと学ぶことが少ない
ので、今通商産業省でも力を入れている「社会人基礎力を高める」ということと、「国際
交流を考えること」の 2 つを柱に授業を組み立てたいというお話がありました。

公民館でも国際交流事業として「市民にいろいろな国の文化に触れる機会を提供する
場」である同時に、連携事業としては、「地域の人たちに大学の持つ資源を還元できる場」
にするという目的がありましたので、社会人ボランティアを授業の中で一緒に活動させて
もらうようにお願いしました。

このようにして『国際交流を考えるA』は留学生、日本人大学生、社会人が参加するこ
とのできる授業としてスタートすることになりました。

国際交流をテーマにした授業のため、留学生と交流したいという思いで参加する人が多
いことは予想できましたが、小山先生によると100％日本語で進められる授業を受けるこ
とができる能力のある留学生は大学全体でも20～30名程度ではないかということで、この
授業で体験してもらう内容は国際交流だけでなく、世代間交流も含んだ異文化の交流と考
えることにしました。

21世紀科目『国際交流を考えるA』：実際の授業カリキュラム

第 1 回目の授業概要の説明を終え、この授業に参加することになったのは、日本人大学
生が約100名、留学生が約20名、社会人ボランティアが約15名と、想像をはるかに超える
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人数でした。先生と私の予想よりもかなり多くの学生が集まり、実際、スムーズに運営が
できないのではないかと悩むところもありましたが、参加したいと思っている人を受け入
れることをいちばんと考え、この大所帯でイベントの運営にのぞむことになりました。

2 年目は『国際交流を考えるB』と名称が変わりましたが、参加者は 1 年目とほぼ同程
度の大所帯のまま、内容的には 1 年目のカリキュラムに修正を加え、より問題点を減らす
よう努めながら実施していきました。

15回の授業は、以下のような実施計画に沿って実施しました。

※弘前大学の後期授業として実施（15回で 2単位）する
※社会人ボランティアも参加できるものとする

回数 月日 授業内容 会場 公民館
5月
7 /15
8 /15
9 /15
9 /20

・会場予約
・広報ボ募集原稿提出
・広報ボ募集記事掲載
・ボ募集締切
・ボ通知送付

1
10/ 1 （金）
14：20～15：50

・授業ガイダンス
・受講申込
・アドレス回収
・SNSの使用法について

弘前大学
総合教育棟
教室未定

・公民館、文化センター紹介

2
10/ 8 （金）
14：20～15：50

・社会人基礎力について①
・SNSの使用法について
・パーティー概要説明
・作業グループの説明

　　〃
・パーティー概要説明
・作業グループの説明

3

10/15（金）
14：20～15：50

・グループ分け①
・①グループで自己紹介
・「スポット弘前」視聴
・①グループで会場下見
・前年度のスライドショー

文化センター
大会議室、
中会議室、
和室 2、
調理室

・プロジェクター、スクリーン準備
　（スポット弘前、スライドショー用）
・館内の案内

4
10/29（金）
14：20～15：50

・①グループで名札作成
・①グループで企画会議
・①グループでプレゼン

弘前大学
総合教育棟
教室未定

・名札ケース、名札台紙、マジック準備

5

11/ 5 （金）
14：20～15：50

・グループ分け②
・②グループで自己紹介
・②グループで企画会議
・②グループでプレゼン
・支持企画へ投票

　　〃

・企画へ投票の整理

6

11/12（金）
14：20～15：50

・②グループで着席
・企画案の配布
・スペシャリストの講話
・社会人基礎力について②
・作業グループの希望調査

　　〃

・広報参加者募集原稿提出
・作業グループの説明

7 11/19（金）
14：20～15：50

・作業グループで計画作成① 　　〃

8
11/26（金）
14：20～15：50

・作業グループで計画作成②
・必要物品の確認
・調理班はメニュー決定

　　〃
・消耗品の準備、発注

9 12/ 3 （金）
14：20～15：50

・作業グループで準備作業①
・広報班はポスター案完成 　　〃 ・ポスターデザイン決定

・ポスター、チラシ印刷

10
12/10（金）
14：20～15：50

・作業グループで準備作業②
　　〃

・消耗品の搬入　　・ポスター、チラシ搬入
・各施設へポスター掲示依頼
・各国際交流団体へ案内（企画課）

11
12/17（金）
14：20～15：50

・作業グループで準備作業③
・飲食班のみ調理実習①
・調理班は食材の分量の確認

　　〃
文化センター
調理室

・広報参加者募集記事掲載
・各メディアへ募集記事掲載依頼
・調理用材料の準備、発注　　・調理実習の立会い

12

1 / 7 （金）
14：20～15：50

・作業グループで準備作業④
・飲食班のみ調理実習②

弘前大学
総合教育棟
教室未定
文化センター　
調理室

・記者クラブへ取材依頼
・調理実習の立会い

13
1 /16（日）
9：00～12：00

・作業グループで会場準備、リハー
サル、調理等

文化センター
大会議室、中会議室、
和室 1～３、調理室

・受付時の参加費の管理
・調理の立会い
・会場補助

14 1 /16（日）
12：00～17：00

・作業グループで
　受付、進行、片付け等 　　〃 　　〃

15

1 /21（金）
14：20～15：50

・参加者アンケートの配布
・記念冊子の配布
・作業グループの反省と発表
・公民館アンケートの実施
・授業アンケートの実施

弘前大学
総合教育棟
教室未定

・参加者アンケートの集計
・公民館アンケートの作成

平成22年度　国際交流パーティー実施計画(案）H22. 10. 4 作成
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企画とプレゼンテーション：話し合いと自己表現の練習の場

実際にこのパーティーの準備を授業という形でやって
みて感じたことは、当たり前のことですが「たくさんの
人が一緒に考えると、いろいろなアイデアが出る」とい
うことでした。一人で担当していたときには思いつかな
いような企画がどんどん出てきて、授業のたびとてもわ
くわくさせられました。いろいろな100人の人の頭の中
から考えられる企画を聞くことができるという機会は、
なかなかないと思います。

この授業のある半年間は、私にとってとても刺激的で貴重な楽しい時間でした。
平成22年度の事業で実際に出された案は以下のとおりです。

グループで企画案の話し合い

H22　国際交流ふれあいパーティー　企画案（H22.10.29発表分）　
（ 1班） （ 2班） （ 3班） （ 4班） （ 5班） （ 6班）

発表者 記入なし 記入なし 相田治寿 福士真央 記入なし 記入なし
テーマ ・世界のクリスマス

・世界のB級グルメ→屋台
・家庭料理
・誕生日
・バレンタイン
・節分

・各国のお祝い（めでたい
とき）
　→誕生日、成人式、結婚
式、入学式、卒業式、バ
レンタイン、お盆、七五
三、お祭り、節分、年齢
の節目のお祝い、こども
の日

①世界の祭り（縁日）
②音楽、ダンス
③世界のクリスマス
④世界の結婚式

・ 1 /16あたりは何の日
か？

・弘前城築城400年にちな
んで世界のお城をめぐ
る、世界の400年前

・世界の音楽

・各国のトレンド
・万博
・各国から見た日本のイ
メージ

・カレー万博

「食べる」 ・祝日、祭日に食べるもの
　→誕生日→わかめスープ
・屋台のもの
・チョコレート

・おいしいもの
・あったかいもの
・ギョーザ（中国）
・結婚式のパーティー料理
・アジア

①わたあめ、屋台系
　焼そば、たこ焼き、お好
み焼き
③世界のクリスマス料理
　ケーキ、ターキー、チキ
ンなど
④世界の結婚式の料理

・おでん
・ぎょうざ
・この際だからこそのもの
・お菓子
・タイの生春巻き

・デザート
・世界の麺類
・城型
・音符型
・戦時食、当時の食べ物
・家紋

・焼肉
・おかし
・麺
・主食と何か
・カレーライス

「話す」 ・背中に国旗をはって、そ
の人にその国の説明を
し、国名を当てる
・クイズ
・外国語であいさつ→ビン
ゴ形式で

・各国の結婚式の様子
・あいさつ等他の国のこと
ばを紹介
・自分で持ってきたものを
交換する
・ビンゴ
・ジャンケン
・引き出物、ウェディング
カード

③クリスマスカード
④世界のプロポーズ

・異国語伝言ゲーム
　くじを引いて、多言語で
　ひとつの単語を伝える
・ 5分ごとにテーマを決め
てテーブルごとに話し合
う

・城ポストカード交換 ・名刺交換（自己紹介）

「ふれあう」・手つなぎおに
・フルーツバスケット
・だるまさんがころんだ
・イスとりゲーム
・カードを作って贈る

・みんなでできるもの
・各国のお土産を商品にす
る
・冬の遊び

①盆踊り、各国の踊り
②踊る
④結婚式行事
　ブーケトス、踊る、歌う、
ゲーム、　指輪の交換的
な感じで何か交換

・クイズ
・国対抗ゲーム
・貼り絵などみんなで
　ひとつのものを作る。
・ダンス、かもめかもめ
・ふれあう要素のあるあい
さつ

・たか丸くん
・ゲーム
・音楽
・フォークダンス
・外国語で１曲覚える

・フォークダンス（マイム
マイム）

（ 7班） （ 8班） （ 9班） （10班） （11班） （12班）
発表者 星山孝太 齊藤美紀 記入なし 記入なし 佐々木航一朗 丹野
テーマ ・まつり

・クリスマス
・縁起の良いもの

・音楽
・文化ごとの成人のイベント
・各国の民俗芸能
・世界の冬の暮らし
・ファッションショー

・食文化（韓国など）
・各国の食べ物、イベント

・クリスマスの過ごし方
・冬の過ごし方
・お祝い

・各国の行事
　 0歳から成人まで

・お祭り
・お祝い事

「食べる」 ・鍋
・たこ焼き、お好み焼き、
焼そば
・ 1円を入れた餃子（台湾）
・おみくじを入れたクッ
キー（中国）
・恵方巻き（日本）
・各国の縁起の良い食べも
の

・世界のスイーツ
・冬の食べ物
・正月料理
・もちつき
・温かい飲み物

・イベントごとの食べ物
　日本‥もち
　韓国‥チヂミ

・各国のお菓子
・一緒に料理を作る
・スイートポテトのツリー
作り

・それぞれの行事において
　必ず風習として食べるも
の　（千歳あめなど）

・各国のおいしい料理
・各国のおいしいお菓子
・各国の正月料理
・各国のお祭りの料理
・各国のお祝いの料理

「話す」 ・それぞれの国の歌を歌う
・ 1年の目標を書いて話す
・相手の幸せを願うカード
を渡す
　四葉のクローバー、赤べ
こなどの絵をかいておく

・物の交換
・テーブルごとでゲーム
（景品つき）
・自己紹介+間違い探し（質
問 1個）

・韓国の年賀状の交換
・国の紹介
・国あて
・紙に長所を書いて相手を
褒め合う

・一緒に作ることでコミュ
ニ　ケーションをとる

・去年のクリスマス何をし
て過ごしたか聞く

・折り紙で何か
・正装して何か

・各国のことわざ
・お祭りのかけ声
・各国の国家
・各国のあいさつ
・各国のお祝いのときの言
葉

「ふれあう」・みんなでわたあめを作る
・落書きせんべいを交換
・縁起の良い踊り
・縁起の良いこと○×
・だるまの目を入れる
・福笑い

・つながる系
・借り物競争（景品つき）

・フォークダンス
・ゲーム
　言葉を使わないで誕生日
順に並ぶ、　伝言ゲーム

・カラオケでいろんな国の
歌と触れ合う

・一緒に作って食べる
・人間知恵の輪
・各国のお土産をサンタか
ら買ったチームにプレゼ
ント

・ハグ ・お祭りの衣装
・宗教とお祭りの関係
・各国の成人式
・だるまさんがころんだ
・イスとりゲーム
・握手
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企画案の作成にあたって公民館からは、パーティーで参加者どうしの交流がスムーズに
進むようにするために必要だと思われる 3 つの要素「食べる」「話す」「ふれあう」を入れ
て企画することだけをお願いしました。それ以外は現実的な案かどうかに関わらず、でき
るだけ自由に考えてもらっています。

本当にどれを採用しても楽しそうな企画ばかりです。本当に感心します。
そしてここには公民館のイベントとして楽しい企画が生まれるというメリットのほかに

も、いろいろな効果があります。
この時期はメンバーを何回か変え、話し合いとプレゼンテーションを繰り返すため、「話

し合い」の能力と「人前で話す」能力が高まります。
ほとんどの学生は、今までの学校の授業の中では多人数の中で初対面の人との話し合い

を経験したことがないようですが、この授業の中ではただ話し合いの時間が過ぎるのを
待っているだけでは、発表する時間に自分が困ることになるかもしれないため、グループ
の誰かは積極的にならざるを得ません。グループが変わるたび、それぞれがそのグループ
で自分が果たさなければならない役割を考えながら、少しずつ勇気を持ってできることを
し始めます。

ここでほかの人からどう思われるかを気にしてかなかなか発言できない学生に比べる
と、社会人ボランティアの方々は思っていることをはっきりわかりやすく発言できる場合
が多く、学生にとっては良いお手本を間近で見る機会になることもあります。また社会人
ボランティアの方々は、話し合いの中で学生の意見をうまく引き出してくれたり、停滞し
ている場面をうまくリードしてくれる場合もあります。

初めのうちは学生のみなさんはたしかに話し合いが得意ではないようですが、話し合い
の回数を重ねていくうちに、どんどん目に見えてスムーズな話し合いをすることができる
ようになっていきます。

発表に関しても同様で、すすんで発表者になりたがらない、プレゼンテーションで言い
たいことがわかりにくいということなども、授業が進むうちに次第にそれぞれが意識を変
え、気をつける点を学び、良い見本にならい、人前で話すことに自信をつけていくのがわ
かります。

作業グループでの活動：コミュニケーションの重要さを知る場

すべての企画のプレゼンテーションが終わる
と、全員で投票を行い、大まかな内容が決定され
ます。そしてここからパーティーの具体的な準備
が始まります。作業グループと呼ばれる10人程度
の小さなチームに分かれて、当日までの準備を続
けていきます。

授業の初めの頃は「うまく自分の意見が言えな
い」とか「班をすぐ変えることは意味がない」な
どの意見もよく聞きますが、この頃になると初対
面の人と話すことにも徐々に慣れて、見た目にもスムーズにグループ活動に入っていける

作業グループで打合せ
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ように変わってきている人が多いことを感じます。私や先生、ほかのグループの担当者に
も、積極的に質問や確認をしてくるようになる人も多くなってきます。

具体的な企画や作業を少人数で行うことになるため、グループ内での責任や人間関係も
しっかりとしたものになりはじめます。パーティー全体に対する各グループの進行状況、
全体のイメージ調整などのため、スタッフ全員の報告や連絡や相談がとても重要になる時
期です。授業の短い時間の中で、全員が確認や相談や決定を繰り返さなければならないた
め、高いコミュニケーション能力が必要とされ、スタッフの方々はみなさんとても大変だ
と思いますが、それぞれが自分の役割を果たし、お互いに協力してひとつのものに向かっ
ていると感じながら頑張れる時期だと思います。

平成22年度の企画案の投票結果と作業グループは以下のとおりです。

H22　国際交流ふれあいパーティー　企画案（H22.11. 5 発表分）と投票の結果
班別集計結果

（ 1班）記入なし （ 2班）松舘怜 （ 3班）相田治寿 （ 4班）村井
テーマ Love and Peace 33 世界の家庭料理 25 世界のお祝い 8 世界の400年前 14

「食べる」 世界の結婚式料理 12 世界の家庭料理 34 各国のお祝いに関する食べ物 13 食文化今昔 11

「話す」 プロポーズ 19
各国の「いただきます」
と「ごちそうさま」の話
し方

13 お祝いの言葉を書いたカードを交換 13 にらめっこ合戦400年前あるなしクイズ 13

「触れあう」 相手の幸せを願うカード 26 はないちもんめ 10 お祝いに関する言葉でフルーツバスケット 8 昔のあそびwithたか丸
くん 8

（ 5班）記入なし （ 6班）岡島望 （ 7班）原田聡子 （ 8班）記入なし
テーマ 結婚式 6 世界の結婚式 18 お祝い事 8 結婚式 9

「食べる」 ぎょうざ、もち、お茶 8 各国の結婚式の料理 14 手作りケーキ、軽めのパーティー料理 15 結婚式の料理と縁起物 9

「話す」 結婚式クイズ 6 時間を決めてテーマごと
に会話 6 ケーキを一緒に作る、各

国の乾杯 9 世界のプロポーズクイズ 27

「触れあう」 借り物競争、フォークダ
ンス 24 各国のダンス 15 お祝い事クイズ、世界のおめでとうで握手 9 伝言ゲーム（お祝い）、

ブーケトス 29

（ 9 班）福澤菜恵 （10班）佐藤真知子 （11班）安ヶ原大地 （12班）土屋政人
テーマ 万博～縁起の良いもの～ 16 世界のバレンタイン 25 結婚式 4 縁起・風習 6

「食べる」 世界の縁起の良いお菓子 10 チョコ、クッキーなど 26 カップケーキ、おもち 11 伝統的な食べ物 11

「話す」 国名あてゲーム 26 バレンタインカード交換 22 世界のプロポーズ 11 あいさついただきますなど 6

「触れあう」 人間知恵の輪 24 クッキーのデコレーション 19 結婚式行事（衣装あり） 6 昔からの遊び
かごめなど 6

内容別集計結果（上位 3つ）
テーマ 世界の結婚式 70 世界の家庭料理 25 世界のバレンタイン 25

「食べる」 世界の結婚式料理 54 世界の家庭料理 34 チョコ、クッキーなど 26
「話す」 世界のプロポーズ 57 国名あてゲーム 26 バレンタインカード交換 22

「触れあう」 結婚に関するダンスや
ゲーム 76 借り物競争、フォークダンス 24 人間知恵の輪 24

H22　国際交流ふれあいパーティー　作業グループ
作業グループ 定員 おもな内容（状況によって変わります）

プロデューサー 3 パーティー全体の企画と構成/準備から当日までの進行管理/各班への連絡と調整
「食べる」班 40 メニュー決定/レシピ作成/試作/当日の調理、配膳、片付け
「話す」班 12 交流ツールの決定/交流ツールの作成/当日の受付/交流タイムの進行と補助
「触れあう」班 12 ゲーム、クイズ案作成/必要物品の準備/賞品の作成/ゲーム、クイズの進行と補助
会場美術班 12 会場飾付け案作成/飾りの作成/当日の会場準備、照明と音響操作、片付け
編集レイアウト班 10 展示物の決定/展示物の準備と作成/出席者用リーフレットの作成/当日の展示
パフォーマンス班 10 ステージ発表の内容を決定/進行用原稿作成/当日の司会/当日のステージ発表
広報班 8 ポスター案作成と配布/記録写真の撮影/出席者の撮影/スタッフ用しおり作成

計 8班 107
※授業時間内に所属班の作業がない場合は、所属班以外の作業を手伝うか、打合せに時間を使ってもらいます。
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パーティー当日：自分以外の人ために行動する喜びを知る場

　パーティー当日前の最後の 1 、 2 回の授業は、どの
グループもばたばたし、授業以外の時間に集まって活
動をしている班も多いようです。こちらからは授業の
時間内でできる範囲で良いものを作ってほしいとお願
いしていますが、予定どおり進めることができなかっ
たり、より良いものを作りたいという気持ちが強かっ
たりして、時間外活動をすることになっているようで
す。
　そしてパーティー当日。みなさん不安な気持ちやわくわくした気持ち、いろんな思いで
会場にやってきていると思いますが、その日はスタッフのみなさんには「パーティーに参
加してくれる方に喜んでもらえること」をいちばんに行動してもらうようにお願いしてい
ます。
　司会や進行で緊張している人、裏方で100人分の料理を一生懸命作っている人、お客さ
んに丁寧に対応している人、一日中働くことになる大変な日ですが笑顔の人が多いです。
そしてお客さんも笑顔です。きっとスタッフのみなさんのゲストを迎える真剣な気持ちが
伝わっているからなのでしょう。
　本当にスタッフのみなさんの働きはすばらしく、一生懸命で、そして楽しそうで、単位
が取れればいいとか、テストがないから楽そうだと思ってこの授業を取った人も、この日
はそういうことを忘れているように見えます。
　開場までのあわただしい時間と、あっという間の本番と、怒涛のような片付けの時間、
そしてスタッフ全員の記念撮影でパーティーの一日は終わります。会場にあふれる笑顔
で、パーティーの参加者もスタッフもとても充実した時間を過ごす一日です。

最後の授業：自分の行動の結果を確認する場

パーティーの終わった翌週、反省会のための授業を行います。みなさんにパーティーの
来場者のアンケートを読んでもらい、そのあとでそれぞれの作業グループごとに今までの
準備と当日のことについて振返り、話し合いをし、発表してもらいます。

来場者のアンケートからは、いろいろな国の人や幅広い世代の方からの、楽しかった気
持ちや感謝の気持ちがたくさん伝わってきます。真剣に準備に参加してくれるスタッフが
多いことでこのような結果が生まれるのだと思いますが、みなさんがアンケートの結果を
読んでいる顔は、本当にとても幸せそうです。

計画し、実施し、そして評価を受けるという経験は、とても貴重な機会ではないでしょ
うか。パーティーのよかったところ、悪かったところ、自分が関係したところに関する評
価は、みなさん本当にとても興味深いと思います。

やはり頑張った人は満足度も高くなっていることがわかります。100人もスタッフがい
ると、うまく自分の仕事を見つけられなかったり、もっと頑張れたのにと思ってしまった
人もいたようですが、そういう人たちもまた、別の機会にはもっと積極的になろうと考え

パーティー当日の交流タイム
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ている人が多いことが、最後にスタッフのみな
さんに書いてもらったアンケートからわかりま
した。

スタッフの方のアンケートでは「たくさん友
達ができた」「通常の聞くだけの授業とは違い、
自主性が重視されていて楽しかった」「一つの
目標に向かって大勢で協力するので達成感が
あった」「ほか学部や違う学年の人、留学生や
社会人などいろいろな人と交流できた」という
ものがとても多くなっていて、参加してくだ
さったみなさんに良い機会を提供することができたようです。

その中でも私にとってとくに印象的なものがあります。「初対面の人にも、初めから心
を開いて、仲良くなってもいいんだということを知った」「この授業のおかげで人生が変
わった」これは 2 人の日本人男子大学生の感想です。

この 2 人は私から見れば、授業の初めから積極的で社交的だったのですが、実際は、初
めのうちは人との距離の加減が難しいと感じていたり、授業が嫌だったということを知
り、とても驚きました。

人と関わることについてのいろいろなテストを繰り返し、考え、また実践するというこ
とを重ね、あるいはいろいろな人と出会って影響を与え合い、このような実感を持つこと
になったことが、私にはとても意味のある感動的なことに思えました。たった15回の授業
でも、こんなに意味のある気づきを得ることができるという事実は、私に本当にこの事業
に関わることができてよかったという思いを感じさせてくれました。

また「規模が大きかったので責任を実感できた」という意見にも意味を感じました。
期日までに決定したり、完成させたりすることをそれぞれが責任を持って実行しなけれ

ば、パーティーの成功はありません。仕事をする前にはなかなか持ちにくい、でも社会と
接すれば必ず必要になる責任の重さと、そしてそれを果たす能力が自分にあることを知る
ということは、社会に出る自信につながったと思います。

授業は約 4 か月で終わってしまいますが、この期間にそれぞれが得た思いと関係は、事
業が終わってもずっと続いていく可能性があります。仲間と一緒にひとつのことをやり
きった充実感や、人と接触することをめんどうなことではなく楽しいと思える気持ち、街
で会ったら声をかけられる友達、まさにこれは公民館がいちばん大切だと考えている「人
と人をつなぐ場所」の提供であり、とても嬉しいことです。

また留学生の思いも「同じボランティアとして、日本人と交流ができたことが嬉しかっ
た」「いろいろな日本人の友だちができてとてもよかった」など、日本人のスタッフと同
様に、楽しくいろいろなことを学ぶことができたことがわかり、目的の一つは達成するこ
とができたことが確認できました。

社会人についても、ふだん接触することのない学生と一緒に楽しい貴重な経験をするこ
とができたという意見を多くの方からいただくことができました。

　

パーティー当日の料理班
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おわりに：連携事業としての意義

それからもうひとつ忘れられないのは、授業のいちばん最後のお話が終わったあと、教
室にいるみなさんから拍手が起こったことです。私はとても言葉にするのが難しい気持ち
を味わいました。たくさんの人とひとつのことを一生懸命することはとてもすごいことだ
ということ、仕事だけれども仕事ではないような気持ちになりました。みなさんも、授業
だけれども授業ではないような気持ちや、ずっと忘れない瞬間を持つことができたのでは
ないかと思えて、私は本当にすごく幸せなイベントに関わることができたと思えました。

現代は人と人のつながりが希薄な時代と言われますが、それはそういう関係を望む人が
少ないのではなくて、うまく人と関わることに慣れていない人が多いというだけで、今の
時代こそ交流の場が求められているということを、この事業で強く感じました。この授業
の中で人と触れ合って前に進むこと、人と関わることが自分や物事を大きく変える力を持
つことの実感と喜びを持つことができたという人が多かったと思います。

また、授業の中で社会人ボランティアの方から「自分は何の役割を果たせばいいのか」
と質問をいただいたり、また小山先生からいつも「一人の社会人として私自身の姿を学生
に見せてほしい」ということを言われる中で感じていたことがあります。

それは、小山先生や私が指導する人で、社会人ボランティアが見習うべき模範だという
ことではなく、一緒に協力するすべての人が、ともに学び合う仲間だということでした。
私はいろいろな立場のいろいろな人と出会って、相手の考え方や感じ方を知り、自分が変
わっていくことを授業の中で日々感じています。日本人大学生にも、留学生にも、社会人
ボランティアの方にも、たくさんいろいろなことを考えるきっかけをいただきました。尊
敬すべき人や、大事なことを気づかせてくれる人に出会いました。きっと一緒に授業に参
加していたみなさんも、そういうたくさんの体験をしたのではないかと思います。

授業が続く中、考えながらではありましたが、社会人ボランティアの方には「私たちは
お互いにひとつの人間のサンプル」であり「その場にいるだけで誰かの学びの役に立って
いる」ということ、「楽しんで参加してくださるだけで役割を果たしている」ということ
をお伝えしました。

2 年間にわたりこの大きなイベントに関わり、私自身、参加してくださったみなさんの
いろいろな思いとこの連携事業が生む効果の大きさを実感し、人が本当に自ら意味のある
学びを経験するためには「自分が本当にやりたいと思うことに楽しんですすんで参加す
る」ということがとても大切なのではないかと感じています。

もっと人と人のつながりが強い世の中にしていくために、そのためにこれからももっと
多くの方がこのような有意義な体験をすることができるように、社会教育を担う場所は、
ひとつのテーマにもとづいて多くの人が同じ思いを共有することができる学びの「場」を
提供していくことが今とても重要だと考えています。そして大学と公民館が連携すること
は、それぞれが持つものうまく混ぜ合わせることでその「場」の可能性と魅力を大きく広
げることができる、とても有効な方法だと思います。
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平成21年度「みんなでたのしむアジアのお正月」スタッフのみなさん

平成22年度「知りたい!世界の結婚式」スタッフのみなさん



Ⅱ．事　業　報　告
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2010年度事業を振り返って

生涯学習教育研究センター　　　
藤　田　昇　治

1．平成22年度の新たな挑戦
　平成22年度に実施した事業の中で、筆者が直接関わったものとして、次の 2 つのものを
紹介したい。
（ 1 ）総合文化祭における新たな取り組み

　平成22年度の総合文化祭では、「団塊の世代」に対象を絞り、かつて「歌声運動」な
どで歌われてきた曲を一緒に歌う、という事業を実施した。「母さんの歌」や「ともし
び」など、様々なジャンルの歌を共に歌うという事業は、確実にセンターの新たな参加
者層を開拓したと思う。

（ 2 ）学生を対象とした授業の開設
　大学教育改革を志向した学内GP（Good Practice）の一環として、学生を対象とした
講座「住民とともに地域課題に取り組もう」を実施した。公民館と大学との連携事業と
も連携させることで、また、学習した成果をラジオ番組で発表するという試みを取り入
れることで、確実に学生の学習力を向上させる取り組みとなった。

2 ．センター教員としての役割─個人としての視点から─
　生涯学習教育研究センターの専任教員として、一面では「大学開放」の事業の一環とし
ての役割を果たす、「社会貢献」という意味合いを持つ活動として、以下の 3 点について
触れてみたい。
（ 1 ）和歌山大学での「熟議」のファシリテーター

　平成22年10月、和歌山大学で全国の国立大学の生涯学習センター系組織の協議会が開
催された。これに併せて、文部科学省が推進している「熟議」が開催され、「大学開放」
をテーマとして設定された。ファシリテーターとして参加した経験から、「熟議」とい
う新しい形態のワークショップは、より実践的に課題をほりさげ具体的な課題解決策を
探る上で大いに有効である、と考える。

（ 2 ）弘前市のリーダー育成事業
　弘前市長の新しい政策の一環として庁内職員による政策研究プロジェクトが打ち出さ
れ、その一つとして採択された「弘前的リーダー育成事業」（代表：教育委員会・中澤
氏）のアドバイザーを依頼された。高校生を主対象として、地域課題に主体的に取り組
む人材の育成を図ろうとするこの事業は、市民・学生・院生との協同で追求され、「大
学開放」の在り方を探る上でも貴重な経験となった。

（ 3 ）「教育支援プラットフォーム」に関する調査研究
　平成22年度から始まった事業として、「ボランティアスタッフ主体の推進エンジンを
持つ『教育支援プラットフォーム』の構築に関する調査研究事業」がある。これは、文
部科学省の補助を受けて青森県教育委員会生涯学習課が中心となって推進している事業
である。「調査研究委員会」の委員長を仰せつかっているが、「地域の教育力」を基盤と
した学校教育づくりを図る上でこの事業は新たな可能性をもつものである、と考える。
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2010年を振り返って

生涯学習教育研究センター　　　
深　作　拓　郎

1．2010年を振り返って
本学に着任して 2 年が過ぎた。津軽の冬も無難に乗り越えることができた。津軽の方言

には四苦八苦しているが、温泉・酒・食材・気候を堪能している。
2010年は、県内さまざまな自治体に出かけた。当センターの公開講座・講演会ではおよ

そ10の企画を受け持ち、30回を超える講座の（プチゼミを含む）の講師をした。そのう
ち、自治体との共催のものは青森市・三沢市・大間町・中泊町であり、津軽地方だけでな
く上北や下北地方にも赴き、地域住民の方々はもちろんのこと自治体の社会教育職員の
方々と交流させていただいた。

県教委からは「放課後子どもプラン推進委員会」「地域の子育てモデルづくり事業」の
委員を、青森市教委からは「放課後子どもプラン推進委員会」の副委員長を仰せつかっ
た。放課後子どもプランや学校支援コーディネーター研修、家庭教育、児童厚生員研修等
で県内はもとより秋田県や岩手県、山形県からもお声がかかり、約20回の研修会で講師を
した。

公開講座・講演会、研修会の講師が約50、大学の授業が年間 4 科目、自治体の委員も含
めると、激務（無謀とも言える）であるのだが、各地域で住民の方々や職員の方々と交流
することにより、生活に直面した課題や社会教育・生涯学習を推進していく上での課題な
どを肌で感じ取ることができた。研究室にこもっているだけでは知り得ない貴重な情報が
入手でき、研究者としての研究活動にも活かすことができている。

私一人の力では成し得ないことである。自治体職員の方々をはじめ、センター事務職員
の協力があったからでききたことである。深く感謝している。

2 ．これからの課題
年々自治体との共催による公開講座・講演会が増加している。この背景には、自治体単

独で事業を展開することが困難になってきているというマイナス要因と大学とつながり新
たな知の創造をしようとしているプラスの要因があると感じている。県内で抱える生活に
直面した課題に向き合い、地域住民にとって「開拓する学び」になるような講座のつくり
方をさらに追求していくことが必要であると考えている。

センター主催の事業では、着任した年から開催している「子どもの育ちを考えるプチ・
ゼミナール」「託児付連続育児支援講座」をパワーアップさせて開催した。リピーターも
含め、たくさんの方々に受講していただいた。

特に「プチゼミ」では、 2 年目の受講生がさまざまな所に活動を広げていく姿を何度か
目の当たりにした。実に嬉しいことである。と言うことは、ステップアップした講座が必
要になるということである。「プチゼミ」生に限らず、家庭教育支援や育児支援などの活
動に取り組んでいる支援者からは、ステップアップのための講座への要求が強いというこ
とを聴いている。大学の地域貢献としてこの要求にどう応えるか、これからの課題である
と感じている。
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　　平成22年度　生涯学習教育研究センター事業共通アンケート集計結果
　　アンケート集計表（有効回答票数　551票）　��������	
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1 ．生涯学習教育研究センター主催・共催事業

名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

生涯学習連続講演会
「子どもの育ちと大人の学び」

5 月30日（日）
子どもと大人が育ち合う地域の
姿を考える

6 月27日（日）
健康で暮らすためのコツ
─学びと社会参加のすすめ─

時間　10：00～12：00

生涯学習教育研究セ
ンター　講師
深　作　拓　郎

生涯学習教育研究セ
ンター　准教授
藤　田　昇　治

子育て・子育ちは、「親」
としては勿論、家族・地域に
とっても大事なことです。

「子どもと大人が育ち合う」
大切さを考えてみましょう。
また、主として中高年の方と
一緒に、健康で生き生きと暮
らすための秘訣について学び
ましょう。

三戸町公民館

対象・参加費 主　催 受講者

一般

無料

生涯学習教育
研究センター

三戸町教育委
員会

延べ62名
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名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

生涯学習プチ・ゼミナール
「子どもの育ちを考える」

弘前会場：
6 月 9 日～ 3 月 9 日
（毎月第 2 水曜日、全10回）

青森会場：
9 月15日～ 3 月16日
（毎月第 3 水曜日、全 6 回）

時間　18：30～20：30

コーディネーター：
生涯学習教育研究セ
ンター　講師
深　作　拓　郎

このゼミは、「地域」と「子
どもの育ち」をキーワード
に、関心のある人たちのテー
マや課題にもとづいて学びあ
うゼミナールです。

今日的な事象を的確に捉
え、大人や地域社会の役割に
ついて学びあい、話し合いな
がら一緒に考えていきません
か。

弘前大学創立
60周年記念会
館「コラボ弘
大」 4 階生涯
学習教育研究
センター多目
的室

弘前大学青森
サテライト教
室

対象・参加費 主　催 受講者

子 ど も に 興
味・関心のあ
る方、子育て
支援や子ども
の 活 動 に 携
わっている方、
自治体職員、
小・中・高・
特別支援学校
教員、保育士、
幼稚園教諭、
保健師、栄養
士、学生、そ
の他…

無料

生涯学習教育
研究センター

延べ109名
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名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

平成22年度公民館関係職員研修
会（前期）

6 月 9 日（水）
地域住民の体をいたわる
プログラミングⅠ
〈社会教育で実践できるヘルス

プログラミング戦略とは〉

時間　13：30～15：00

7 月16日（木）
地域住民の体をいたわる
プログラミングⅡ
〈公民館事業、会場、時期、対

象、etc。各環境に適した内
容をどう仕掛ける?〉

時間　13：00～16：00

生涯学習教育研究セ
ンター　准教授
藤　田　昇　治

ファシリテーター：
生涯学習教育研究セ
ンター　准教授
藤　田　昇　治

富山大学　教授
藤　田　公仁子

公民館等社会教育関係職員
の資質向上を図るため本研修
会を実施します。

人々にとって健康でい続け
ることは理想であり、願いで
す。そのためには、身体を正
常な状態に保つだけでなく、
心を明朗に、活き活きとした
状態にしていくことが大切で
す。

しかし、現代は生活環境の
変化に伴い、老若男女を問わ
ず生活習慣病や心の病を抱え
る人々が増えています。これ
らの健康問題については、日
頃、公民館などでも学習テー
マとして取り上げ地域住民へ
提供していますが、その関心
の低さが伺えます。そこで、
今回は地域住民の健康保持を
ねらいとしながらも、その関
心を引きつける事業企画につ
いて考えてみます。

6 月 9 日：
弘前市総合学
習センター
視聴覚室

7 月16日：
弘前大学創立
50周年記念会
館会議室

対象・参加費 主　催 受講者

公民館等社会
教育関係職員

無料

生涯学習教育
研究センター

弘前市教育委
員会

6 月 9 日：27名
7 月16日：13名
1 月27日：38名

名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

平成22年度公民館関係職員研修
会（後期）

1 月27日（木）
青少年教育事業活性化のための
井戸端会議

時間　13：30～15：30

アドバイザー：
生涯学習教育研究セ
ンター　准教授
藤　田　昇　治

　日ごろの公民館事業におけ
る課題を研修テーマとし、職
員が相互に情報を共有し理解
すると共に、地域住民のニー
ズに対応した公民館活動の実
践力向上や職員の意識啓発を
図り、今後の事業企画・運営に
資することをねらいとします。

弘前市総合学
習センター
2 階大会議室

対象・参加費 主　催 受講者

公民館（中央
公民館 3 館・
地区公民館）・
生涯学習課の
職員、社会教
育委員、学区
まなびぃ講座
代表者

無料

生涯学習教育
研究センター

弘前市教育委
員会

38名
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名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

家庭教育講座

7 月 2 日（金）

時間　19：00～21：00

9 月24日（金）

時間　19：00～20：30

11月20日（土）

時間　13：30～15：00

生涯学習教育研究セ
ンター　講師
深　作　拓　郎

　「子育てあれこれ」をテー
マに講話を聞き、その後の座
談会で日常の子育ての悩みや
エピソードなどを語り合いま
す。

藤崎町文化セ
ンター 3 階和
室

常盤生涯学習
文化会館和室

ふれあいずー
む館研修室

対象・参加費 主　催 受講者

一般

無料

生涯学習教育
研究センター

藤崎町教育委
員会

共催：
藤崎町家庭教
育支援協議会

延べ37名
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名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

生涯学習講演会
「子ども支援について考える」

7 月20日（火）
発達障がい児の支援方法に
ついて考える

8 月31日（火）
ちょっと気になる子のサインが
教えてくれるもの

9 月22日（水）
放課後の子どもたちへの今日的
支援について考える

時間　14：00～16：00

教育学部　教授
松　本　敏　治

教育学部　准教授
小　林　央　美

生涯学習教育研究セ
ンター　講師
深　作　拓　郎

　子ども支援のあり方につい
て、総合的・専門的に学習す
る。理論だけに偏らないよう、
具体的なケースによる学習や
ワークショップなどの手法を
用いる。

青森市福祉増
進センター
大会議室

対象・参加費 主　催 受講者

保育者・子育
て応援隊・一
般

無料

生涯学習教育
研究センター

青森市

延べ117名
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名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

公開講座
「ピアノ指導者のためのブラッ
シュアップ講座」
～公開レッスンとアフタヌー

ン・コンサート～

8 月19日（木）
公開レッスン

8 月20日（金）
ハノン練習曲について
レクチャーとアフタヌーン・
コンサート

時間　10：00～15：00

生涯学習教育研究セ
ンター長
教育学部　教授
浅　野　　　清

日本シンセサイザー・
プログラマー協会
理事長
大　浜　和　史

【 8 月19日公開レッスン】
　ピアノ指導者・学習者に
とって最終目標は高い芸術的
表現ですが、たとえ超絶技巧
あるいは小品であっても演奏
に向かう姿勢・姿背は同じで
なければなりません。演奏実
践を通して、習慣化している
間違った体の使い方や楽譜の
読み方を確認し、その対処方
法を見いだします。
【 8 月20日（金）10：00～

12：00】
　ハノン練習曲をアレンジし
た新しい指導書の目的や活用
法について解説していただき
ます。『コードで楽しむハノ
ン』『同　Ⅱ』（ヤマハミュー
ジックメディア）
【 8 月20日（金）13：00～

15：00】
　作品の紹介をはじめ、プロ
グラムの構成や最近の録音事
情等についてお話を交えなが
らのアフタヌーン・コンサー
トです。

弘前大学教育
学部ピアノ室

弘前大学創立
50周年記念
会館みちのく
ホール

対象・参加費 主　催 受講者

ピアノ指導者
及び学習者・
一般

4,000円

生涯学習教育
研究センター

延べ45名
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名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

生涯学習講演会
「若者の就労問題について考え
る」

8  月26日（木）
若者の雇用について
～職場定着と仕事を楽しむ能力

9 月 9 日（木）
産業クラスターの形成
―三重県の取り組みから
　わかること―

10 月22日（木）
現代若者の価値観

時間　18：30～20：30

学生就職支援センター
小　磯　重　隆

人文学部　准教授
髙　島　克　史

人文学部　准教授
羽　渕　一　代

　混沌とする経済情勢のな
か、特に若者の雇用問題は切
実な問題となっています。
　若者の生活や労働に関する
意識や地域マネジメントなど
の見識に触れながら、若者の
雇用について理解を深めてい
きたいと思います。

むつ市下北文
化会館

対象・参加費 主　催 受講者

一般

無料

生涯学習教育
研究センター

むつ市教育委
員会

共催：
青 森 県 民 カ
レッジまさか
り学友会

延べ57名
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名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

生涯学習連続講演会
「地域と暮らしを見つめなおす
生涯学習」

9 月28日（火）
地域活性化の道を探る

10月13日（水）
山村調査の経験から

11月30日（火）
地域づくりと社会教育・生涯学
習

時間　18：30～20：00

大学院地域社会研究
科 教授
檜　槇　　　貢

大学院地域社会研究
科　教授
丹　野　　　正

生涯学習教育研究セ
ンター　講師
深　作　拓　郎

　下北半島・大間町とその近
隣の地域が直面しているさま
ざまな課題、私たちの生活を
取り巻く問題を捉え、これか
らの生活を豊かにするための
学習の機会とする。

北通り総合文
化センター
「ウイング」

対象・参加費 主　催 受講者

一般

無料

生涯学習教育
研究センター

大間町教育委
員会

延べ57名
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名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

生涯アクション21
「子どもを育む地域づくりを考
える」

10月 1 日（金）
子どもの育ちと育児支援

時間　10：00～12：00

10月12日（火）
絵本から考える子育て・子育ち

10月26日（火）
子どもが育つ地域の生活と
遊びを考える

時間　18：30～20：30

生涯学習教育研究セ
ンター　講師
深　作　拓　郎

教育学部　准教授
増　田　貴　人

生涯学習教育研究セ
ンター　講師
深　作　拓　郎

　社会教育関係者をはじめ地
域住民が一堂に会し、子ども
の育ちや家庭教育に関する学
習を深めることで、地域の教
育環境をより充実させていく
ことを目指す。

10月 1 日：
中里地域子育
て 支 援 セ ン
ター

10月12日・26
日：
中泊町総合文
化センター
「パルナス」
2 階研修室

対象・参加費 主　催 受講者

一般

無料

生涯学習教育
研究センター

中泊町教育委
員会

延べ64名



－ 56 －

名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

公開講座
「つながりを深め元気で住みよ
い地域をつくろう」

10月 2 日（土）
地域を活性化させるには
―地元の食べものを生かして―

10月 9 日（土）
無縁社会と呼ばれる今を考える

10 月16日（土）
岩木川流域の自然を知ろう

10月23日（土）
若者の働く力を育てよう

時間　18：30～20：30

農学生命科学部
准教授
藤　﨑　浩　幸

生涯学習教育研究セ
ンター　准教授
藤　田　昇　治

農学生命科学部
准教授
東　　　信　行

学生就職支援セン
ター　准教授
小　磯　重　隆

　つがる市・津軽地域の自然・
環境について理解を深めると
ともに、若者の活力を引き出
す課題も含め、人々が積極的
に交流・協力し合い、地域を
活性化させる課題を考えま
しょう。

つがる市生涯
学習交流
センター「松
の館」

対象・参加費 主　催 受講者

一般

4,000円

生涯学習教育
研究センター

つがる市教育
委員会

延べ26名
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名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

生涯学習講演会
「明日の教育を考える」

10月 5 日（火）
これからはキャリア教育を
充実させよう

10月12日（火）
科学技術教育の重要性を考える

時間　18：30～20：00

青森県教育庁教育政
策課　指導主事
渡　部　靖　之

教育学部　准教授
東　　　　　徹

　今日、教育問題は様々なも
のが角度から取りざたされて
います。これから充実させて
いくべき教育内容として注目
される「キャリア教育」と「科
学技術教育」について、その
在り方をともに考えましょ
う。
　八戸会場では、インター
ネットを介して、弘前での講
演をリアルタイムで受信しま
す。

弘前会場：
弘前大学コラ
ボレーション
センター 2 階
セミナー室
八戸会場：
弘前大学八戸
サ テ ラ イ ト

（テレビ会議）

対象・参加費 主　催 受講者

一般

無料

生涯学習教育
研究センター

弘前会場：延
べ10名
八戸会場：延
べ 6 名
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名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

弘前大学教育改革GP採択事業
「住民とともに地域課題に取り
組もう」

平成22年10月 7 日（木）
　～平成23年 2 月 3 日（木）

時間　10：20～11：50

生涯学習教育研究セ
ンター　准教授
藤　田　昇　治

公民館との連携事業
関係者等

　地域住民との協同作業（リ
ンゴやスィートスルガムの収
穫、介護・リハビリー作業、
集団検診の補助など）を体験
しながら、地域農業の振興・
食文化の継承・環境問題への
対処・健康増進などの課題を
実践的に学びましょう。

弘前大学総合
教育棟418教
室

対象・参加費 主　催 受講者

弘前大学の学
生一般

無料

生涯学習教育
研究センター
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名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

公開講座
「名歌をうたおう」

10月16日（土）

10月17日（日）

時間　10：00～12：00

教育学部　准教授
杉　原　かおり

　美しい詩や言葉の響き、そ
して何よりも心を打つ旋律の
名歌を、参加者全員で歌いま
す。詩の解釈、表現・唱法に
ついて専門家が指導します。
子供の頃に歌った思い出の
歌、一度は歌ってみたかった
名歌を親子で、あるいは友人
と一緒に声に出してみましょ
う。

弘前大学教育
学部
音楽ホール

対象・参加費 主　催 受講者

一般

2,000円

生涯学習教育
研究センター

延べ47名
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名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

弘前大学総合文化祭事業
「集い、ともに歌おう!」
─「団塊世代」の「歌声」運動
の足跡をたどる─

10月24日（日）

時間　10：00～12：00

生涯学習教育研究セ
ンター　准教授
藤　田　昇　治

　かつて、民衆の文化創造運
動として繰り広げられた「歌
声」運動や職場での合唱サー
クルの活動、「歌声喫茶」の
活動などの足跡をたどるとと
もに、当時の歌を一緒に歌う
ことをとおして、「歌声」運
動が社会的・歴史的に持って
いた意義を考えるイベントで
す。 

弘前大学創立
60周年記念会
館「コラボ弘
大」 4 階生涯
学習教育研究
センター多目
的室

対象・参加費 主　催 受講者

一般

無料

生涯学習教育
研究センター

13名
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名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

公開講座
「子どもの育ちに大人はどう向
き合うのか」

11月 5 日（金）
子どもの地域と暮らしを考える

11月12（金）
父母子関係を支える地域子育て
支援

11月19（金）
子どもと少年法を考える

11月26日（金）
子どもたちをネット・ケータイ
の被害・加害からどう守るか
　～ネット・ケータイ問題の

ABC～

時間　18：30～20：30

生涯学習教育研究セ
ンター 講師
深　作　拓　郎

教育学部 准教授
増　田　貴　人

人文学部 准教授
平　野　　　潔

教育学部 教授
大　谷　良　光

　子どもの周辺には多様な諸
問題が生じています。学び育
つ子どもたちに対して、地域
の大人、保護者はどう寄り
添っていけば良いのでしょう
か。講義やワークショップを
通じて理解を深めていきま
す。

三沢市公会堂
3 階
第 8 集会室

対象・参加費 主　催 受講者

一般

4,000円

生涯学習教育
研究センター

三沢市教育委
員会

延べ47名
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名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

大学─地域連携セミナー

11月10日（水）
「脳の健康」

時間　18：00～19：30

11月26日（金）
「口腔管理について」

時間　10：00～11：30

大学院医学研究科
教授
東海林　幹　夫

大学院医学研究科
教授
木　村　博　人

　県民カレッジ連携機関であ
る県内13の高等教育機関の協
力で、地域課題解決に関する
セミナーを開催する。市町村、
高等学校の要望により地域、
生徒の実態に応じたテーマを
取りまとめ大学とのコーディ
ネートを進めることで、市町
村、高等学校が大学との繋が
りにより地域づくりの人材育
成を図るセミナーとする。

11月10日：都
市農村交流セ
ンター
美郷館

11月26日：田
舎館村中央公
民館

対象・参加費 主　催 受講者

一般

無料

生涯学習教育
研究センター

あおもり県民
カレッジ

11月10日：19名

11月26日：30名
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名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

託児付き育児支援連続講座
「子どもの育ちと親の育ち」（弘
前会場）

12月 3 日（金）
「身体を使って遊ぶ、身体をと
おして学ぶ～子どもの育ちと身
体活動～」

12月10日（金）
「乳幼児の発達心理的アプロー
チ」

12月17日（金）
音楽に触れることから考える
子育ち・子育て支援

1 月13日（木）
「‘親子一緒’ で考える、よい生
活習慣の確立」

1 月28日（金）
つながることで育児はより楽し
く　─先輩ママたちとの交流会

時間　10：00～12：00

生涯学習教育研究セ
ンター　講師
深　作　拓　郎

教育学部　准教授
増　田　貴　人

生涯学習教育研究セ
ンター長
教育学部　教授
浅　野　　　清

大学院保健学研究科
講師
古　川　照　美

プチゼミ受講生ほか

　未就学児を育児中の方々を
対象に、育児や自分自身の身
の回りのことについて、最新
の知見を得ながら相互学習を
行うことを目的に、託児付の
育児支援講座を 5 回開催す
る。研究者による講義・ワー
クショップだけでなく、育児
支援に取り組む方々との連携
を図り、知識の教授だけでな
く「つながりづくり」も意識
する。
　託児は地元の子育て支援系
NPOに委託する。

弘前大学創立
60周年記念会
館「コラボ弘
大」 8 階八甲
田ホール

コ ラ ボ レ ー
シ ョ ン セ ン
ター 2 階
セミナー室

弘前大学創立
50周年記念会
館

対象・参加費 主　催 受講者

未就学児を育
児中の方々・
一般

無料

生涯学習教育
研究センター

延べ105名
（託児延べ42
名）
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名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

公開講座
「今、アフリカが注目される」

12月 4 日（土）
アフリカの農業は今…

12月11日（土）
アフリカの遊牧民に学ぶ

12月18日（土）
フランスによるアフリカ植民地
支配の光と陰

時間　18：30～20：30

人文学部　教授
杉　山　祐　子

人文学部　教授
曽　我　　　亨

人文学部　講師
ジャンソン・ミッシェル

　現在急速に経済成長を遂げ
ており、レア・メタルや鉱物
資源の埋蔵量が多いことでも
注目されているアフリカ。広
いアフリカの中で、農業や牧
畜を営む人々の生活や文化、
そして植民地支配の歴史など
について理解を深めましょ
う。

弘前大学八戸
サテライト

対象・参加費 主　催 受講者

一般

3,000円

生涯学習教育
研究センター

延べ45名
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名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

公開講座
「病に備え、健康保持をめざす
ために」

12 月 5 日（日）

がんについて理解を深めよう

手軽な運動で
　　健康保持につとめよう

時間　13：00～16：20

大学院医学研究科
教授
西　條　康　夫

教育学部　教授
戸　塚　　　学

　「がん」には胃ガンや肺ガ
ン、大腸ガンなど、様々なも
のがあります。原因や治療法
など、がんについて理解を深
めましょう。また、健康保持
のため、手軽にできる運動を
学びましょう。

鶴田町公民館

対象・参加費 主　催 受講者

一般

2,000円

生涯学習教育
研究センター

鶴田町教育委
員会

43名
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名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

五戸町医学講座
「脳卒中の予防と治療」

12月15日（水）
脳卒中の予防と治療

時間　13：30～15：00

大学院医学研究科
講師
嶋　村　則　人

　脳卒中は生活習慣病として
患者さんが多く、特に青森県
の場合死亡原因の高いもの
で、後遺症で苦しむ人も多い
病気です。脳卒中という病気
について理解を深め、さらに
予防の方法について学びま
しょう。

五戸町立公民
館

対象・参加費 主　催 受講者

一般

無料

生涯学習教育
研究センター

五戸町教育委
員会

43名

名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

育児支援連続講座
「子どもの育ちと親の育ち」（八
戸会場）

2 月17日（木）
「身体を使って遊ぶ、身体をと
おして学ぶ～子どもの育ちと身
体活動～」

2 月24日（木）
「‘親子一緒’ で考える、よい生
活習慣の確立」

時間　10：00～12：00

教育学部　准教授
増　田　貴　人

大学院保健学研究科
講師
古　川　照　美

　未就学の子どもを育児中の
方々を対象に、育児や自分自
身の身の回りのことについ
て、最新の知見を得ながら相
互学習を行うことを目的に、
託児付の育児支援講座を 2 回
開催する。研究者による講義・
ワークショップだけでなく、
育児支援に取り組む方々との
連携を図り、知識の教授だけ
でなく「つながりづくり」も
意識する。

弘前大学八戸
サテライト

対象・参加費 主　催 受講者

未就学児を育
児中の方々・
一般

無料

生涯学習教育
研究センター

延べ13名
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名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

託児付き育児支援講座
「子どもの育ちと
　　　　親の育ちDX」

2 月19日（土）

時間　10：00～12：00

生涯学習教育研究セ
ンター　講師
深　作　拓　郎

教育学部　准教授
増　田　貴　人

大学院保健学研究科
講師
古　川　照　美

　平成22年12月～平成23年 1
月に行われた連続講座「子ど
もの育ちと親の育ち」で講義
をした 3 名の教員が、語りき
れなかった部分を中心に少し
踏み込んだ内容について講演
する。
　託児は地元の子育て支援系
NPOに委託する。

弘前大学創立
60周年記念会
館「コラボ弘
大」 8 階八甲
田ホール

コラボレーショ
ンセンター2 階
セミナー室

弘前大学創立
50周年記念会
館

対象・参加費 主　催 受講者

未就学児を育
児中の方々・
一般

1,000円

生涯学習教育
研究センター

8 名
（託児 5 名）
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名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

弘前大学教育改革GP採択事業
「地域と連携した大学開放の推
進のなかで学生の学力向上を図
る」

3 月 8 日（火）

時間　16：00～17：30

講師：
北海道大学高等教育
推進機構高等教育研
究部生涯学習計画研
究部門　教授
木　村　　　純

話題提供：
弘前大学副学長・理
事　教授
神　田　健　策

　現在、「弘前大学との地域
作り連携事業」として公民館
と弘前大学がとりくんでいる
プロジェクトは15にのぼりま
すがこれを発展させ、また、
その実践に学生を参画させる
ことで学生の学習力を向上さ
せる意義について明らかにし
ます。

弘前大学創立
60周年記念会
館「コラボ弘
大」 8 階八甲
田ホール

対象・参加費 主　催 受講者

公民館職員・
教育関係者・
大学教員・大
学院生・特に
関心のある方

無料

生涯学習教育
研究センター

12名
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名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

公開講座
「あおもりツーリズム人づくり
大学「はやて」～ふるさとプロ
デュース能力を高めよう～」

6 月24日（木）
イントロダクション
～地域資源と観光～

7 月 1 日（木）
航空機におけるホスピタリティ

7 月 8 日（木）
夕暮れ路地裏散歩（学外演習）

7 月15日（木）
地域企業の再生と地域振興
～コンセプトは “のれそれ青森”～

7 月22日（木）
青森デスティネーション
キャンペーン
～地域資源を活かした観光活動～

8 月26日（木）
ワークショップ①
―課題の設定―

9 月 2 日（木）
人をつなぐ地域をつなぐ
コミュニティビジネスの実践

ワークショップ②
―調査の方法―

9 月 9 日（木）
地域資源の発掘と発信

ワークショップ③
―課題のまとめ方―

9 月16日（木）
ワークショップ④
―プレゼンテーションの方法―

9 月30日（金）
成果発表会

時間　18：30～20：30

人文学部　教授
森　　　樹　男

株式会社日本航空イン
ターナショナル客室品
質企画部
サービスアドバイザー

園　井　由利子

弘前観光コンベン
ション協会

古牧温泉　青森屋
総支配人
佐　藤　大　介

JR東日本盛岡支社
　
青森デスティネー
ション　キャンペー
ン推進室　事務局長
石　井　貴　之

人文学部　教授
森　　　樹　男

コミュニティー・カ
フェ「でる・そーれ」
運営役員
辻　　　悦　子

　新幹線が八戸まで開通した
ことによる経済効果は、観光
をはじめ地域産業とさまざま
にむすびついています。2010
年の東北新幹線青森駅開業を
控え、今後の地域活性化、企
業・個人としてのビジネス
チャンス、行政としての課題
なども視野に入れながら、豊
富な地域資源を活用したふる
さとプロデュース能力の向上
をめざします。

コラボレーショ
ンセンター2 階
セミナー室

コラボ弘大 8
階八甲田ホー
ル

対象・参加費 主　催 受講者

一般

法人：
15,000円

一般：
10,000円

学生：
5,000円

生涯学習教育
研究センター

青森県

後援：
弘前市弘前商
工会議所
弘前観光コン
ベンション協
会

延べ226名
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生涯学習教育研究センターのこれからの役割を探る
─研究・教育と地域貢献の在り方について

出席者：生涯学習教育研究センター長（教育学部教授）浅野　　清
　　　　大学院保健学研究科　　　　准教授　　　　　古川　照美
　　　　教育学部　　　　　　　　　准教授　　　　　増田　貴人
　　　　生涯学習教育研究センター　講　師　　　　　深作　拓郎

　生涯学習教育研究センター（以下：センター）では、平成 8 年 5 月の開設以来、公開講
座などによる「大学開放」「地域貢献」の拠点として、センター主催事業や自治体と共催
した事業を実施してきた。平成21年度からは「子どもの育ちを考えるプチゼミナール」「託
児付連続育児支援講座」などの新たな事業にも取り組んでいる。
　平成22年度から実施されている第 2 期中期目標・中期計画において、他学部教員に対し
て生涯学習に関する研究活動の啓発を掲げ、各学部・学内共同教育施設と連携をより密に
した事業展開を目標に掲げている。そこで、今年度実施した「託児付連続育児支援講座」
の事業を振り返りながら、研究・教育と地域貢献の在り方について探る座談会を開催した。

学生と社会人、受講生の違いは…

深作：今日のテーマは大きく分けると 2 つ、①我々が普段行っている研究あるいは教育と
地域貢献というのをどのように結びつけていくのか。②そのためのセンターの機能
や役割をどう充実させていくか、地域社会に向けてと学内の先生方に向けてについ
て考えていければと思って企画しました。

 私はセンターの内部にいる人間ですが、増田先生と古川先生は学部に所属しておら
れるので外からの視点がおありだと思います。また、浅野センター長は両方の視点
をお持ちということで、そのへんの事をざっくばらんにお話しいただければと思い
ます。

 まず三人の先生方にお伺いしたいのですが、普段は10代20代の若者を対象に授業や
ゼミ等の教育活動をされています。センターで社会人の方への講座をやって感じた
印象などはありましたでしょうか。

増田：私はどちらかというと、授業のなかでも、子どもの発達支援や保育といったところ
から子育てにまつわる話を主にしております。学生指導にしても地域貢献において
もその内容は重なるわけですが、学生は育児経験を持っていない人の方が圧倒的に
多いので、聞いた話に対してそれは初めて聞いた話となるわけです。

 ただ、今回託児つきの講座にこられた方々は、経験中あるいは経験されてこられた
方々が中心です。そこが、一番大きな違いですよね。つまり、今困っていることと
か、あるいは将来困るかもしれないなということが、実感がこもった悩みとして出
てきているわけです。ですので、話すべきテーマは同じだったとしても、話し方は
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当然変えなければならないし、対応の仕方も当然変わってくるっていうのは十分あ
ると思います。

古川：私たちはいろいろな場所で健康教育について指導しています。「対象は誰か」とい
うのを意識して話をするように気を使っています。

 今回の講座に来た方々は、やっぱり意欲が違うのかなと思いますので、その辺では
すごく、学生を対象に話をするのとでは、心構えが全然違う感じですよね。そして、
一つひとつの反応が直接的なように感じます。

 逆に、学生は授業の内容についてイメージもなかなかつかめない部分があります。
浅野：多分私の場合はお 2 人の先生と全く逆なんじゃ

ないかなと思うのです。学生たちは今自分が抱
えている問題がありながら、実習を通してそれ
をどういう風に解決していったら良いのか。そ
ういう学生を対象にしているのです。それに対
して地域の方々というのはもう少し漠然とし
た、自分の生活のなかでの一部として、音楽と
はどういう風に自分の生活のなかに取り入れて
いこうと言ったらいいのか、その辺を漠然と聞
いていらっしゃるのではないかなと思いまし
た。その辺が少し講座の表に掲げるものにもよ
るかもしれないという印象でした。

深作：そうですよね。内容によって受け止め方というか、受講者によって変わってくる部
分は確かにありますね。

 普段、授業とか、公開講座をやっていると、今日は上滑りで終わったなとか、上手
くまとまらなかったなとか、終わって教室を出ていく時の学生や受講者のざわめき
とでも言いますか、余韻の空気で感じる部分があります。今回の講座の時ですが、
自分も講義をしていて受講者にあおられたのです。私のつたない講義でも何でそん
なに食いついてくれるの？多分学生だと半分近く寝ていでしょうが（笑）。

市民にもっと身近に感じてもらえるようにするためには

深作：一方で、今課題になっているように、大学の講義に対する学生の意欲が低下してい
ると言いますか、受け身になってきています。これに対して、社会人が講座に参加
するもしないも完全に自由意志。学びたいと思う時に参加してくるわけですが、そ
こにこちら側がどのように投げかけていくのかがすごく難しいです。それでも今回
の連続講座は受講者が多かっただけでなく、余韻も良かったですし、その裏付けと
して、受講アンケートも 5 回すべての回において良かったのです。

 しかし、別の視点で考えると、弘前市が平成21年度に実施した『まちづくりアンケー
ト』では、市民の人が大学を身近に感じているかという項目では、肯定的な意見は
少なかったのです。それをどう身近に感じてもらえるようにするのかということが
大きな課題です。

【浅野清センター長】
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 このセンターの事業は、かなり色んな方面でアプローチをかけているのですが、学
部の先生から見て、うちのセンターってどういう風に見えるか、あるいはうちのセ
ンターが行っている講座っていうのがどういう風に映ってるのかなっていうのがす
ごく興味があるのですが…。

古川：今回の連続講座で初めてお声をかけていただいたわけですが、実は以前、ＭＣＣで
開催された講演会に、一般市民のふりをして参加しました。それから毎年、センター
の案内が届いています。そこから、子育てに関する講座も開催されていることを知
りましたし、先生方がさまざまな講座を担われていることも知りました。そして、
色々な所にチラシとかお知らせされているんですよね。しかし、来る方はすごく限
られて…。でも、一度このようにつながると、毎年そういうお知らせが来てとても
ありがたいっていう感じはあります。恐らく、知らない先生方もたくさんいらっしゃ
るんじゃないかなとも思います。講座なり何かを担当することになった先生は、案
外承知してると思うのですが、若い先生方とか来たばかりの先生方は、たぶん認知
するのに時間がかかるんじゃないかなっていう感じがします。

増田：恥ずかしい話ですけど、自分が関係する分野以
外の部分、特に分野が全然違っていて、比較的
私の関心の薄い領域に関しては、ほとんど知る
機会がないのが現実です。

 一方で自分の関連領域に限ってみたときには、
結構保育所なんかにビラが置いてあったりする
のを目にしますので、やっているなぁと実感し
ます。

 これはセンターの活動とずれるかもしれないの
ですけども、弘大全体で、さまざまな人たちが
来られるような大学を目指しているという方針
がよく色々な場面で出てくるのですが、やぱり、今回託児つきのような対象だった
就学前の子どもたちと、それをかかえる親の世代の取り込みってすごく弱いなって
いうのはずっと思っていました。託児付の講座は21年度からですよね。すごく面白
いなと思っていますし、子育て関係の情報ってビラよりもむしろ口コミで流れてい
くことが多いので、長く続けて実績をつくっていくことでより広がっていくような
かたちになると、就学前やその親の層の取り込みがうまくいくのかなと感じました。
だから、託児つきの講座だけじゃなくて、プチゼミとかも、あれは口コミしやすく
なるような基盤とかに関わることなので、面白いと思ってはいます。協力できたの
は大変うれしく思っています。

浅野：センター長になって、やっとセンターの事業と学部が独自に行っている公開講座の
差がわかるようになってきました。

 しかし、市民の立場に立つと、わからない部分が多いのではないかと思うんですね。
それは実際このセンターでも音楽の講座をやっていますし、教育学部でもやってい
ます。受講者からはよく「どっちでやっているのはわからないんですけども、また
来年授業やるときはお知らせください」という声をいただく。どこが主催している

【増田貴人准教授】
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のかではなく、何をやっているのかっていうところに目を惹かれてくるのが、これ
が一般的なものなのではないかなと思いますね。

 逆に言うと、センターでやる講座と学部の講座とのブランド化を進めなくてはいけ
ないって思うのですけども、そこに来る人たちにとってはどちらでも良い事かも知
れませんね。

学部の先生からみる生涯学習教育研究センターとは

深作：今回は先生方にお受けいただきました。増田先生には「協力教員」になっていただ
いていることもあり、多数の講座を受け持っていただいています。現在のところ、
インセンティブもありませんし、評価の位置づけも低いように思います。学部教育
だけでもお忙しい中、負担に感じていますか？

増田：負担かと聞かれたら正直負担なことは否定できませんが、先ほどちょっと触れたよ
うに、子育てや乳幼児期の発達支援のようなテーマっていうのが、弘前大学の弱い
ところというか、手薄な部分だと感じています。私一人でどうこうできることは限
られるので、できる事からコツコツとって考えると、センターで託児付き講座など
ような関連する企画が挙がった時に、そこに関わることで弘前大学のあまり強くな
い所の部分にちょっとでも貢献できるのであれば、それは必要なことだと思います。
短期的にはすぐ効果が出るかということはわからないですが、長期的にみると、私
にとっても大学にとっても地域にとっても良い意味で見返りがあることだと思いま
すし、どうしても学部の中だけでやると負担が大きかったり、現実的に難しかった
りする部分があるので、企画などをセンターがやってくれるっていうのは、非常に
ありがたいです。

古川：私も親子をテーマにしているので、どこかで
情報発信しなければいけないと感じていまし
た。もちろん、対象になっているフィールド
の方ではそれなりに報告していきたいと思い
つつ、広報とかにも取り入れていただいたり
してもらっているのですが、色んなところに
発信していくっていう意味では本当に良い機
会をいただいたなと。研究者として一番ホッ
トな部分を伝えることによって、受講者に考
えてもらい、それを参考に実際的に動いてい
ければ良いなって。そういう良い機会をいた

だけたなと思って大変すごくうれしく思いました。そしてまた、弘前大学が住民た
ちに、「弘前大学の」って知っていただく機会っていうのはとても良い事だなと思っ
ていますので、それはそれで良かったと思います。

深作：増田先生は発達という視点、古川先生は親子の食生活とか生活習慣という部分で、
私は社会教育の観点から、研究者として研究している「育児や子育て、子育ち」に
関することをどのように地域貢献に結び付けていくのかっていうのは、テーマで

【古川照美准教授】



－ 74 －

あって課題であると思うのですけども、そういう時にこういうセンターみたいな部
署があると結構乗っかりやすい部分はあるのですかね。

増田：私は乗っかりやすいですね。講演に集中できるので。つまり、こういうことをやり
ますよと企画したときに、自前で全部やれれば一番良いのですけれども、場所を確
保して、広報して人を呼ばなきゃいけなくなる。そういった労力をセンターの方で
やってくださって、自分はどういう風に話をまとめていけばいいのかなという部分
に集中できるというのは、すごくありがたい。一人で企画から広報までする楼直を
考えると大きい負担でなかなか難しいと思いますので、そういう意味ではセンター
を使うのは良いことだと思います。

古川：人を集めたり広報したりに、ものすごい労力を使うので、そこが無く、自分は講演
をすれば良いだけということを考えると大変いい機会だと思います。

大学の教員・研究者としての地域貢献とは

深作：学部の先生たちの研究や教育の部分と地域貢献をどのようにつなげていけば、活動
がやりやすくなるのでしょうか。うまく研究成果を地域に発信する活動も、また研
究・教育に役立つということが実感できる仕組みをどのように創っていったらいい
のかなとかんがえているのですが。

増田：普段の授業とか研究のオプションとしてやっていくことになるので、やはり負担で
はあります。ですが、私も古川先生もそうだと思いますけど、自分のなかでそれを
やることが、少なくとも自分の研究とか教育という意味でメリットがあると実感し
ているので、その負担は目をつぶることができます。私にとっては少なくとも、地
域社会のなかで自分の研究のことを語ることが必要なことだし、大学と弘前、ある
いは青森県という地域とのつながりのなかで研究や教育の活動をすすめていくこと
が重要なのだと自分自身感じているので、負担に感じてもそれはやるべきことなん
だと考えられます。

 ただ、そこに目をつぶることができない先生もいらっしゃるのかもしれない。そう
すれば、地域貢献が何らかの評価をしてもらえるようなシステムであれば、それは
目をつぶることができるようになると思いますね。

古川：情報発信したい先生はいると思いますよ。その機会とか方法とかを、例えば学会で
発表することしか思いつかない先生もいるのかもしれないので、先生方を募るとい
うことも必要でしょうし、コーディネートしていくのをセンターができればいいの
かなという感じもしています。

増田：潜在的にはいるような気はしますけどね。
浅野：自分自身では個人的にはアイディアマンなので、色々なアイディアがありますよ。
 例えば、自分はただピアノを演奏するだけかもしれないですけど、その後に耳鼻科

の先生に耳鼻科の話をしてもらうとか、その後は周波数の話を物理の話をしてもら
うとか、そういう組み立てもあるんじゃないかなと思っています。ただそれを企画
する人がいるか、その企画に乗っかてくる先生がいるかどうか、そしてその提示の
仕方も考えなくてならないですね。
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 でもそれができるのがこのセンターなのだと思います。それに、総合大学としての
弘前大学の強みですよね。

深作：挙げてくれる先生たちの数を増やしていくのかっ
ていうのが、大きな課題になってくるのかなと
思っています。そういう意味で、私なんかはフィー
ドバックや振り返りを大切にしています。

 例えば、自治体と共催でやるものに関しては、そ
れをやることによってそこの地域課題の解決につ
ながっていくのかとか、それをやることによっ
て、そこの地域の社会教育生涯学習の職員のスキ
ルアップに間接的につながっていくとか、そうい
う形で共有したりできたら良いと思っています。

古川：私はつながっていくことが、それそのものが良い
事だと思うし、もし、できるのであればそこから
また新たな研究テーマが見つかってくれれば非常
にそれは私たちにとっては良いフィードバックかなという風には思いますけどね。

増田：そうですね、ホントそうですね。
古川：どちらかと言えば、一方的な情報発信が多いので、できれば広がりをもった形で地

域の方々とつながって共同でやっていければ良いのかなと。プラス私たちは研究者
でもあるので、情報発信や共同事業の効果を測定できれば尚良いですよね。評価と
いうか測定は、社会教育においては難しいですかね。

深作：本当に 5 年後、10年後、下手すると20年後にやった効果が出てくるかもしれないし、
そこはすごく難しいなっていうのがありますよね。

 話を統合すると、たぶんこれまでの大学というのは、知的財産を貯蔵するという機
能が強かった。しかし、研究の質は昔よりは高まっていて、高めつつそれをいかに
地域の人に敷居を低くしながら、地域に提供していく、そこで地域の人たちをうま
く活用していくっていう仕組みに多分変わっていく時期なのでしょうね。　　　

記録：稲葉みかこ（教育学部 4 年生） 
　文責：深作　拓郎　　　　　　　　　

【深作拓郎講師】
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2 ．学部・大学院等の主催事業など

（1）人文学部

名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

弘前大学人文学部弘前城築城
400年プロジェクト講演会
「弘前城築城400年の過去と現在」

2011年 3 月11日（金）
時間　10：00～12：00

演題 1 「弘前城築城400年の歴
史と築城400年祭の取組み」

演題 2  「近代・弘前商人の系譜
とその特性」

弘前観光コンベン
ション協会
専務理事
今井　二三夫　氏

弘前大学地域社会
研究科博士課程

南　勉　氏

弘前城が本年築城400年を
迎えるにあたり、一般の方々
を対象に弘前城および築城
400年祭のことをより深く知っ
てもらうため、近代弘前商人
の特性と弘前城の歴史という
視点から講演会を行った。

弘前大学創立
60周年記念会
館　コラボ弘
大 8 階八甲田
ホール

対象・参加費 主　催 受講者

一般

参加料無料

弘前大学人文
学部築城400
年プロジェク
ト

25名

大英博物館帰国記念・弘前大学
創立50周年記念会館改修記念
「弘前大学所蔵の土偶」展

4 月27日（火）から 5 月 9 日（日）
まで（会期中無休）

2009年イギリスの大英博
物館で開催された土偶展

「THE POWER OF DOGU」
に出品された、田子町野

の

面
もて

平
たい

遺跡から出土したと伝えられ
る「腕組みする土偶」をはじ
め、遮光器土偶など弘前大学
が所蔵する土偶を一般公開し
た。

弘前大学創立
50周年記念会
館 1 階会議室

対象・参加費 主　催 受講者

一般市民・無
料

弘前大学人文
学部附属亀ヶ
岡文化研究セ
ンター

500名

｢下北半島の亀ヶ岡文化」展
「弘前城築城400年の過去と現在」

10月22日（金）から11月23日（火）
まで　
（会期中無休）

平成21年度に亀ヶ岡文化研
究センターが発掘したむつ市
不備無（ふびなし）遺跡出土
品を中心に、下北半島で発見
された亀ヶ岡文化の遺物を展
示し、遺物を通して、縄文晩
期の津軽海峡域における文化
交流を紹介した。併せて、今
年度、本学に寄贈された蓑虫
山人筆「陸奥全国神代石古陶
図」も公開展示した。

弘前大学人文
学部附属亀ヶ
岡文化研究セ
ンター展示室

対象・参加費 主　催 受講者

一般市民・無
料

弘前大学人文
学部附属亀ヶ
岡文化研究セ
ンター

1,300名
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名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

公開シンポジウム
裁判員裁判の体験 駿河台大学法科大学

院教授・弁護士・元
裁判官
青　木　孝　之

「裁判員裁判はわれ
われに何をもたらす
のか」

人文学部准教授
平　野　　　潔

「青森県の裁判員裁
判と学生傍聴活動」

教育学部教授
宮　崎　秀　一

「中学・高校生から見
た裁判員裁判─模擬裁
判教室を通じて」

人文学部准教授
飯　　　考　行

「裁判員を『よい経
験』と感じるのはな
ぜか─弘前市民の裁
判員裁判に対する見
方を交えて」

裁判員経験者 3 名、
青木孝之、猪原健（弁
護士）、飯考行、朴
愛美（人文学部生）
「座談会　裁判員裁
判の体験」

2009年施行から 1 年を経た
裁判員裁判を、市民の視点か
ら、裁判員裁判の実情を、裁
判員裁判に何らかの形で関
与した「体験」（裁判員の経
験、法廷傍聴体験、模擬裁判
員裁判の体験）にもとづいて
探った。シンポジウム来場者
が裁判員裁判の実情に触れ、
裁判員経験者同士が話しあい
交流するきっかけを作り、裁
判員裁判とは何かを知りまた
考え、裁判員制度の円滑な運
用をはかり必要な改善を行う
ことを目的とした。

弘前大学人文
学部・ 4 階多
目的ホール

10月23日（土）

時間　14：00～18：00

対象・参加費 主　催 受講者

一般・無料 人文学部、教
育学部

70名

公開シンポジウム
青森県のQOLと労働法政策

11月 6 日（土）

時間　14：00～16：30

九州大学大学院法学
研究院教授
野　田　　　進

「中小企業と労働紛
争解決」

野田進、李永俊（人
文学部教授）、油川
安孝（社会保険労務
士）、飯考行（人文
学部准教授）
「パネルディスカッ
ション　青森県の
QOLと労働法政策」

　近年、QOL（クオリティ・
オブ・ライフ）、すなわち社
会や生活の質を重視して、ど
れだけ人間らしい生活を送り
幸福を見出しているかが注目
を集めている。このシンポジ
ウムでは、青森県のQOL向
上の視点から、地域での働き
方や紛争解決方法を含む法政
策がいかにあるべきかを検討
した。

弘前大学人文
学部・ 4 階視
聴覚ルーム

対象・参加費 主　催 受講者

一般・無料 人文学部 30名
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名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

弘前大学フォーラム
─平成22年度文部科学省　大学
生の就業力育成支援事業─　
「地域とともに育む大学生の就
業力」

2001年 1 月26日（水）
時間　15：00～18：30

演題 1  
「大学における就業力育成」

演題 2
 「地域が実践する大学生教育」

弘前大学学生による発表
平成22年度の取組み
「地域との連携講義
─大学生のチャレンジ2010─」

文部科学省高等教育
局専門教育課企画官
　　神田　忠雄 氏

弘前観光コンベンショ
ン協会企画開発部長
　　坂本　　崇 氏

学生22名

文部科学省「大学生の就業
力育成支援事業」において弘
前大学で採択された課題、

「地域企業との対話を通して
培う企画提案力」をテーマ
に、 2 つの基調講演と、地域
企業の抱える経営課題を素材
に実施した、学生による課題
解決型学習の成果発表を行っ
た。

ベストウェス
タ ン ホ テ ル
ニューシティ
弘前

対象・参加費 主　催 受講者

大学生・一般

無料

弘前大学 133名

弘前大学人文学部主催国際特別
講演会

10月19日（火）
「ゲームとしてのソネット
―シェイクスピアの隠された側面」

（“Hidden, Game-like Aspects 
of  Shakespeare’s Sonnets”）

時間　10：20～11：50

10月21日（木）
「アメリカ詩における日本の俳
句の遺産について」
（“The Legacy of Japanese 
Haiku in American Poetic 
Practice”）

時間　12：40～14：10

テネシー大学マーティ
ン校人文学部教授
ロイ・ニール・グレイヴズ
Roy Neel Graves

〇シェイクスピアのソネット
について、これまで発見され
ていなかった新しい側面を明
らかにした。

〇日本の俳句がアメリカの詩
の実践に与えた影響につい
て、豊富な例を引きながら解
説した。

弘前大学総合
教育棟410講
義室

弘前大学総合
教育棟319講
義室

対象・参加費 主　催 受講者

弘前市内の大
学生および一
般市民

弘前大学人文
学部

約80名

第 6回ビジネス講座

平成22年 5 月26日（金）
18：00～

あおもりNPOサポー
トセンター理事長　

田中　弘子 氏

社会的企業と雇用拡大の可
能性

コラボ弘大　
八甲田ホール

対象・参加費 主　催 受講者

学生・一般 雇用政策研究
センター

約60名
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名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

第 7回ビジネス講座

平成22年 7 月29日（木）
18：00～

あおもりコミュニティ
ビジネスサポーセン
ター所長

三上　　亨 氏

社会的企業と雇用拡大の可
能性

弘大50周年記
念会館　岩木
ホール

対象・参加費 主　催 受講者

学生・一般 雇用政策研究
センター

約40名

第 8回ビジネス講座

平成22年 9 月27日（月）
18：00～

NPO法人参画プラ
ネット代表理事
　　渋谷　典子 氏

社会的企業と雇用拡大の可
能性

弘大51周年記
念会館　岩木
ホール

対象・参加費 主　催 受講者

学生・一般 雇用政策研究
センター

約40名

第 8回フォーラム
　
平成22年11月26日（金）
17：30～

宮坂醸造㈱
キース・ノーラム氏

他

青森県産日本酒の海外展開 コラボ弘大　
八甲田ホール

対象・参加費 主　催 受講者

学生・一般 雇用政策研究
センター

約100名

第 9回ビジネス講座

平成22年11月26日（金）
17：30～

社会福祉法人抱民社
であいの家あうん施
設長
成　田　春　洋

社会的企業と雇用拡大の可
能性

弘大51周年記
念会館　岩木
ホール

対象・参加費 主　催 受講者

学生・一般 雇用政策研究
センター

約40名

第 9回フォーラム

平成23年 2 月18日（金）
17：30～

大坂大学大学院人間
科学研究科准教授　
吉　川　　　徹

地方から移動する若者たち コラボ弘大　
八甲田ホール

対象・参加費 主　催 受講者

学生・一般 雇用政策研究
センター

約100名

第10回ビジネス講座

平成23年 3 月 2 日（水）　
18：00～

ヘルシンキ大学ルラ
リア研究所　　　　
プロジェクト・マ
ネージャー
アーポ・ユンパネン氏

社会的企業と雇用拡大の可
能性

弘大51周年記
念会館　岩木
ホール

対象・参加費 主　催 受講者

学生・一般 雇用政策研究
センター

約40名
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（2） 教育学部

名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

平成22年度　
弘前大学大学院教育学研究科　
現職教員のための指導力向上講
座

7 月30日（金）
「よくわかる地層のできるしく
み」

時間　13：00～16：00

8 月 2 日（月）
「ニセ科学を見抜くために」

 
時間　13：00～16：00

弘前大学教育学部理
科教育講座　教授
鎌　田　耕太郎

弘前大学教育学部理
科教育講座　教授
長　南　幸　安

「よくわかる地層のできるし
くみ」
　地球の表層部は、40億年以
上も昔から続くさまざまな環
境に堆積した地層からできて
います。地層の堆積はどのよ
うにして始まり、重なりあう
のでしょう。この講座では、
海辺の波打ち際や田んぼの脇
の小川、雨上がりの水溜りな
どで観察される、身の回りで
起きている地層のでき始めの
様子をスライドや動画で紹介
します。また地層の剥ぎ取り
標本を使って、教室でできる
地層観察の方法から地層ので
きるまでを学びます。

「ニセ科学を見抜くために」
　世の中にはいろいろな情報
が飛びかっています。その中
には、科学的にもっともらし
いことを示して、効果がある
といわれていたり、信じられ
ていたりすることが多数あり
ます。「科学的」といわれると、
正しいことのように思ってし
まいます。今回は、このよう
な現象を取り上げて、科学的
に本当に根拠のあることなの
かを検証します。また間違っ
た情報にだまされないために
はどのような考え方が必要な
のかについても考えます。

弘前大学八戸
サテライト

弘前大学青森
サテライト

対象・参加費 主　催 受講者

現職教員及び
教育関係者

無料

弘前大学大学
院教育学研究
科

5 名

（3）大学院医学研究科

名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

平成22年度弘前大学大学院医学
研究科公開講座
「インフルエンザと闘う」

9 月10日（金）

「インフルエンザウイルスの賢
い戦略」

大学院医学研究科感染
生体防御学講座教授
　　中　根　明　夫

平成21年は、新型インフル
エンザ狂想曲ともいうべき盛
り上がりの後、流行が収まる
とともにまるでそんなことは
なかったかのように、ほとん
ど報道されることもなくなり
ました。新型はたいしたこと
はなかった?あそこまで騒ぐ
必要があったのか?有効な対

医学部コミュ
ニケーション
センター
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「インフルエンザ脳症」

「新型インフルエンザの対応を
考える」

時間　18：00～20：00

医学部附属病院小児
科助教
　　藤　田　浩　史

保健管理センター所長
　　高　梨　信　吾

策はいったい?といった疑問
が多くだされただけで、その
検証はきちんと知らされてい
ないのが実状です。そこで、
インフルエンザ流行のはじま
る前の 9 月に、インフルエン
ザウィルスに関する生物学的
な理解をふまえ、インフルエ
ンザによる病態に関して医学
的な正しい知識とその備えを
理解するための、一般向けの
公開講座を開催しました。

対象・参加費 主　催 受講者

一般

無料

大学院医学研
究科広報委員
会

62名

名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

平成22年度弘前大学大学院医学
研究科公開講座「健康・医療講
演会」

テーマ「関節リウマチ」

11月27日（土）

「関節リウマチの治療戦略」

「関節リウマチの手術」

時間　14：00～16：00

五所川原市立西北中央
病院リウマチ科科長
　　浦　田　幸　朋

医学部附属病院リハビ
リテーション部　講師

中　村　吉　秀

弘前大学大学院医学研究科
では、毎年、県内の医療機関
等と協力し、学外公開講座

「健康・医療講演会」開催し
ております。今年度は、五所
川原市（共催：五所川原市立
西北中央病院）において開催
しました。

ホ テ ル サ ン
ルート五所川
原

対象・参加費 主　催 受講者

一般

無料

60名 60名

（4）大学院保健学研究科

名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

第11回生体応答科学研究セミ
ナー

平成22年 6 月 4 日（金）
18：00～19：00

札幌医科大学附属病院
放射線部　主任技師

武　田　浩　光

医療被ばく低減化に向けて
～実際の検査事例について考
える～

弘前大学大学
院保健学研究
科・大学院講
義室

対象・参加費 主　催 受講者

学生、教職員・
無料

弘前大学大学
院保健学研究
科・生体応答
科学研究セン
ター

延べ30名
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名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

第12回生体応答科学研究セミ
ナー

平成22年 9 月 3 日（金）
18：00～19：00

横浜市立大学　医学部
社会予防医学教室教授
水　嶋　春　朔

これからの保健医療人材育
成

弘前大学大学
院保健学研究
科・第24講義
室

対象・参加費 主　催 受講者

学生、教職員・
無料

弘前大学大学
院保健学研究
科・生体応答
科学研究セン
ター

延べ40名

第13回生体応答科学研究セミ
ナー

平成22年10月 7 日（木）
17：30～18：30

財団法人環境科学技
術研究所　生物影響
研究部
廣　内　篤　久

低線量率γ線の長期照射
がマウスの造血細胞に及ぼす
影響

弘前大学大学
院保健学研究
科・大学院講
義室

対象・参加費 主　催 受講者

学生、教職員・
無料

弘前大学大学
院保健学研究
科・生体応答
科学研究セン
ター

延べ20名

第14回生体応答科学研究セミ
ナー

平成22年12月21日（火）
18：00～19：00

インタープロテイン
株式会社　代表取締
役社長
細　田　雅　人

被ばく医療研究への創薬バ
イオテックの役割の可能性

弘前大学大学
院保健学研究
科・大学院講
義室

対象・参加費 主　催 受講者

学生、教職員・
無料

弘前大学大学
院保健学研究
科・生体応答
科学研究セン
ター

延べ20名

市民講演会
子宮癌の最近の話題

平成23年 1 月22日（土）
18：00～19：30

弘前大学大学院保健
学研究科　教授
渡　邉　　　純

『子宮癌って 2 種類あるの?』
2 種類ある子宮癌について

分かりやすく紹介するととも
に、ワクチンによる子宮頸癌
予防の現状と展望について紹
介した。

弘 前 中 三 ス
ペースアスト
ロ

対象・参加費 主　催 受講者

一般市民、中
高生・無料

弘前大学大学
院保健学研究
科・生体応答
科学研究セン
ター

延べ40名
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（5）医学部附属病院

名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

第 4回弘大病院市民公開講座

「 5 大がん診療相談会」

10月 2 日（土）

時間　12：00～15：00

腫瘍内科医師
　西　條　康　夫
　伊　東　重　豪
　石　黒　　　敦

地域がん診療連携拠点病院
として、弘前大学医学部附属
病院の専門医による胃がん・
大腸がん・肝がん・肺がん・
乳がんの診療相談会を開催し
た。

さくら野弘前
店文化ホール

対象・参加費 主　催 受講者

一般市民の皆
様（弘大病院
で治療中の患
者様・ご家族
を除く）

50名程度
無料

弘前大学医学
部附属病院
腫瘍センター

10名

（6）大学院理工学研究科

名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

地質の日in弘前

5 月16日開催 根　本　直　樹
（弘前大学大学院理
工学研究科）

小　倉　俊　一
（地学団体研究会青
森支部）

工作
「恐竜を紙でつくってみよう

（恐竜のペーパークラフト作
成）」

理工学部地球
環境学科共通
ゼミナール室

対象・参加費 主　催 受講者

小・中学生
30円（傷害保
険料として）

弘前大学理工
学部地球環境
学科・弘前大
学教育学部地
学研究室・地
学団体研究会
青森支部

6 名

地質の日in弘前

午後の部・ 5 月16日開催 佐々木　　　実
（弘前大学大学院理
工学研究科）

新　谷　智　文
（むつ市総務政策部
企画調整課）

植　田　勇　人
（弘前大学教育学部
地学研究室）

講演
岩木山の生立ち

下北半島ジオパーク構想の紹
介

深海底を食べて育った日本列
島～付加体の地質～

弘前大学理工
学部第 2 講義
室

対象・参加費 主　催 受講者

高校生以上

無料

弘前大学理工
学部地球環境
学科・弘前大
学教育学部地
学研究室・地
学団体研究会
青森支部

44名
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名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

化学への招待

弘前大学一日体験化学教室

8 月 6 日（金）
時間　10：00～16：30

弘前大学長特別補佐
　南條　宏肇 

大学院理工学研究科
准教授　川上　　淳
教授　　糠塚いそし
教授　　須藤　新一
教授　　澤田　英夫
准教授　長岐　正彦

教育学部
教授　　長南　幸安

午前中は講演、午後はA-F
に分かれて化学実験を体験

・講演「現代のエネルギー問
題と自然エネルギー」

・実験
A）「果物のにおいを作る・

ルミノールを用いた発光
反応」

B）「色で測る!!─ドリンク
剤中の鉄の定量─」

C）「高分子溶液の膨張現象」
D）「イクラ作りに挑戦してみ

よう」
E）「青森県産植物の香り成分

の探索」
F）「染色を科学する」

弘前大学
理工学部
教育学部

対象・参加費 主　催 受講者

高校生（中学
生・一般も可）
無料

日本化学会東
北支部

99名

公開講座
「夏休みの数学2010」

8 月 5 日（木）
コペルニクスの数理天文学

8 月 6 日（金）
格子の話

時間　10：30～16：30

大学院理工学研究科
教授　　中里　　博

教授　　丹原　大介

中学校や高等学校の数学の
教科書に出てくる数学の世界
のすぐ近くに面白い話題がた
くさんあります。そのような
数学の魅力の一端を高校生や
一般の市民の方に知ってもら
うための企画です。

弘前大学
理工学部
2 号館

対象・参加費 主　催 受講者

一般、中・高校
教員、高校生
無料

大学院理工学
研究科

48名

2010　青森地区講演会

～大学と地域の交流を深める
　化学プラザ～

10月15日（金）

時間　15：15～17：30

日本原燃
再処理事業部
安　齋　喜代志

東京大学先端科学技
術研究センター
　　内　田　　　聡

1 ．六ヶ所再処理工場におけ
る分析化学のフィールド

2 ．太陽の恵みを電気に換え
て　～色素増感太陽電池～

弘前大学
理工学部
2 号館
11番講義室

対象・参加費 主　催 受講者

大学生・一般
無料

日本化学会東
北支部

約100名
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名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

楽しい科学

10月24日（日）

10：00～16：00

大学院理工学研究科
教員

大学の教育機能や施設を広
く一般に開放し、インター
ネットや簡単な化学実験を体
験してもらった。

理工学部

対象・参加費 主　催 受講者

小学生、中学
生とその父母
無料

大学院理工学
研究科

約1500名

サイエンスへの招待

10月24日（日）

10：00～16：00

大学院理工学研究科
教員

大学の実験室や各種実験装
置を公開し、教員や大学院生
らが日頃の研究成果や最新の
科学技術を公開実験を中心
に紹介・解説することによ
り「見える科学・技術」を紹
介・解説した。

理工学部

対象・参加費 主　催 受講者

小学生、中学
生、高校生、
一般
無料

大学院理工学
研究科

約1500名

（7）農学生命科学部

名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

公開講座
農山村地域の魅力を探る

平成22年10月24日（日）

演題
 「白神山地の自然の魅力」
 「農村を楽しむ～グリーンツー
リズム」

時間 13：30～15：30

農学生命科学部
教授　　檜垣　大助

農学生命科学部
准教授　藤﨑　浩幸

世界自然遺産白神山地の豊
かな森が、時として崩れ土砂
が押し流れた斜面に成り立つ
理由と面白さについて」

　また、「農村を訪れその空
間・暮らし・食を味わうグリー
ンツーリズムの活動」につい
て紹介した。

弘前大学農学
生命科学部
302講義室

対象・参加費 主　催 受講者

一般市民
参加費無料

弘前大学農学
生命科学部
地域連携推進
委員会

35名

親子体験学習
触れ合おう、人と自然と農業に

　金木農場では、親子が一緒
になって田植え・稲刈り・精
米をし、白米にするまでのコ
メ作りの一連作業を学び、ま
た、稲ワラを利用したワラぞ
うり作りを学んだ。

農学生命科学
部附属生物共
生教育研究セ
ンター（金木
農場・藤崎農
場 ）



－ 86 －

5 月29日（土）
6 月19日（土）
10月 2 日（土）
10月16日（土）

時間： 9 ：30～15：30

農学生命科学部教職
員ほか

　藤崎農場では、地域の特産
であるリンゴについて学び、
リンゴの摘果、リンゴの収穫
体験を行った。また、藍染め
体験も行い、県下から広く参
加者を募って、学区及び学年
間の交流を深めた。

対象・参加費 主　催 受講者

一般（親子）
 10組
 大人2,000円
 子供1,500円

農学生命科学
部附属生物共
生教育研究セ
ンター

延べ94名

名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

公開講座
リンゴを科学する

12月 5 日（日）
・リンゴわい化栽培のあれこれ
・リンゴ果実の着色生理～リン

ゴ果実の着色と異常気象
・リンゴの主要病害～星影のも

たらした悪二つ、黒星病と赤
星病～

12月 6 日（月）
・リンゴ果実の機械選果や果実

品質の非破壊測定について
・リンゴの減農薬栽培と農薬ド

リフトの低減
・中国における日本産りんごの

消費　動向

時間： 9 ：30～16：30

元　農学生命科学部
教授　　福田　博之
農学生命科学部教授

荒川　　修
農学生命科学部助教

藤田　　隆

農学生命科学部教授
張　　樹槐

農学生命科学部准教授
伊藤　大雄

農学生命科学部特別
研究員　成田　拓未

本講座は藤崎農場と弘前市
の共催で実施した。リンゴの
栽培方法、樹・果実の生理、
病害虫防除、土壌肥料、品
種、流通、海外事情等につい
て、リンゴ農家にとって役立
つ情報を提供した。 2 日間に
わたり、合計 6 回の講座を開
いた。

弘前市中央公
民館岩木館　
大ホール

対象・参加費 主　催 受講者

対象：リンゴ
生産者等
参加費：無料

農学生命科学
部生物共生教
育 研 究 セ ン
ター

延べ194名

（8）被ばく医療総合研究所

名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

第 1回
被ばく医療プロフェッショナル
セミナー（開講記念講演会）

平成22年10月25日（月）

・「緊急被ばく医療から学ぶも
の」

時間　15：00～16：40

独立行政法人放射線
医学総合研究所
緊急被ばく医療研究
センター長
明　石　真　言

「緊急被ばく医療から学ぶ
もの」と題した講演が行われ、
参加者約150名が熱心に聞き
入りました。

また、記念講演会終了後、
受講生・講師・関係者を交え
た意見交換会が開催され、活
発な意見・情報交換が行われ
ました。

弘前大学創立
50周年記念会
館

みちのくホー
ル

対象・参加費 主　催 受講者

被ばく医療プロ
フェッショナル
育成計画関係者

150名
無料

被ばく医療プ
ロフェッショ
ナル育成計画
事務局

150名
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名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

第 2回
被ばく医療プロフェッショナル
セミナー

平成22年11月10日（水）

・「"Chromosomes and radia-
tion, a long trip together" 

（染色体と放射線～共にその長
い道のり）」

時間　18：00～19：00

J.F.バルキネロ教授
（バルセロナ自治大
学）

被ばく医療の鍵を握るとさ
れる染色体線量評価の手法や
世界の研究動向等についてご
講演いただきました。

また、セミナー終了後に講
師と受講生・教職員間で情報
交換が行われ、相互の親睦を
深めました。

弘前大学医学
部 コ ミ ュ ニ
ケーションセ
ンター 2 階大
会議室

対象・参加費 主　催 受講者

被ばく医療プロ
フェッショナル
育成計画関係者

100名
無料

被ばく医療プ
ロフェッショ
ナル育成計画
事務局

45名

第 3回
被ばく医療プロフェッショナル
セミナー

平成22年12月20日（月）
 
・「リスクコミュニケーション

研究の取り組み」

時間　18：00～19：00

独立行政法人放射線
医学総合研究所
放射線防護研究セン
ター
規制科学総合研究グ
ループ
チームリーダー
神　田　玲　子

放射線医学総合研究所にお
ける研究成果の紹介等につい
てご講演いただき、放射線災
害におけるリスクコミュニ
ケーションに関する知識を深
めました。 

弘前大学大学
院保健学研究
科
大会議室（2F）

対象・参加費 主　催 受講者

被ばく医療プロ
フェッショナル
育成計画関係者

50名
無料

被ばく医療プ
ロフェッショ
ナル育成計画
事務局

43名

第 4回
被ばく医療プロフェッショナル
セミナー

平成23年 1 月24日（月）

時間　15：00～18：00

・「The role of WHO in global 
health security and strength-
ening preparedness and 
response to radiation emer-
gencies.

（グローバルな健康保全及び緊
急被ばく事故対応とその準備
強化における世界保健機関

（WHO）の役割）」

・「Biological Dosimetry in UK
（イギリスにおける生物学的線

量評価の現状）」

Dr.Zhanat Carr
 （World Health Or-
ganization：世界保
健機関（WHO））

Dr.David Lloyd 
（Health Protection 
Agency：英国健康
保護局）

緊急被ばく医療・放射線科
学に携わる専門家 3 名を講師
にお迎えし、世界保健機関

（WHO）の緊急被ばく医療に
対する取り組みや、生物学的
線量評価法に関する国外の現
状などについてご講演いただ
き、被ばく事故対応や線量評
価に関する知識を深めました。

弘前大学医学
部 コ ミ ュ ニ
ケーションセ
ンター 2 階大
会議室

対象・参加費 主　催 受講者

被ばく医療プロ
フェッショナル
育成計画関係者

100名
無料

被ばく医療プ
ロフェッショ
ナル育成計画
事務局

39名
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・「Cytogenetic biological do-
simetry past, present and fu-
ture perspectives

（細胞遺伝学的線量評価の過去、
現在、そして未来への展望）」

Dr.Firouz Darroudhi
 （Leiden University, 
the Netherlands：
オランダ国立ライデ
ン大学）

名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

第 5回
被ばく医療プロフェッショナル
セミナー

平成23年 2 月28日（月）

・「放射線事故災害への医療対
応」

時間　18：00～19：00

広島大学大学院医歯
薬学総合研究科救急
医学　
谷川　攻一　教授

放射線事故災害において被
ばく者が出た場合において、
医療関係者として最も重要な
医療対応やその基本的知識に
ついて習得しました。

セミナー終了後には、講師・
受講生・関係者による懇談会
を設け、講師との情報交換を
行い交流を深めました。 

弘前大学大学
院保健学研究
科
大会議室（2F）

対象・参加費 主　催 受講者

被ばく医療プロ
フェッショナル
育成計画関係者

50名
無料

被ばく医療プ
ロフェッショ
ナル育成計画
事務局

68名

（9）附属図書館

名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

第 7回学術講演会

平成22年10月16日（土）

講演題目『坂の上の雲』の時代
─日露戦争と弘前第 8 師団─

 時間 　14：00～16：00

明治大学文学部
教授
山　田　　　朗

附属図書館では、学生の学
術研究に対する意識向上と地
域社会への貢献など学術成果
の普及を目的として、毎年、
国内各学術分野の著名人を招
聘し学生、市民を対象とした
学術講演会を開催し今年で 7
回目となる。

日露戦争において果たし
た、郷土の師団である第 8 師
団の役割や、当時活躍した人
物（陸羯南、秋山兄弟など）
の興味深いエピソードなどを
通じて、明治という時代を北
の視点から多面的に解き明か
すことをテーマとして開催さ
れた。

弘前大学創立
50周年記念会
館 み ち の く
ホール

対象・参加費 主　催 受講者

一般市民、学
生、 教職員
250人

無料

附属図書館 250名
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（10）総合情報処理センター

名　　称・開　催　日 講　　師 内　　　　　容 会　場

公開講座
「大改造!!写真で
　ビフォーアフター」
－デジカメ写真を編集しよう－

12月11日（土）

時間　13：30～16：00 総合情報処理センター
准教授

佐　藤　友　暁

フリーソフト（無料で配布さ
れているソフトウエア）であ
るGIMPを使用して、デジタ
ルカメラで撮影した写真の編
集技術を学びます。  

総合情報処理
センター 

対象・参加費 主　催 受講者

小学校高学年
以上

20名
無料

総合情報処理
センター 

16名

○パンフレット「弘前大学で生涯学習を」について

　生涯学習教育研究センターでは、当センターが主催する事業をはじめ、弘前大学が開催
している講演会・公開講座等の情報、及び、社会人入学などの教育学習システム、附属図
書館等の施設の利用方法など、生涯学習に役立つ情報を掲載したパンフレットを発行して
います。

〈表　紙〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〈背表紙〉



Ⅲ．センター関連規則等
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1．センター関連規則
　（1）弘前大学生涯学習教育研究センター規程

平成16年 4 月 1 日制定　　
最終改正：平22．5．17　　

　（趣旨）
第 1条　この規程は，国立大学法人弘前大学管理運営規則（平成16年規則第 1 号。以下
「管理運営規則」という。）第 6 条第 2 項の規定に基づき，弘前大学生涯学習教育研究セ
ンター（以下「センター」という。）に関し，必要な事項を定める。

　（目的）
第 2条　センターは，学内共同教育研究施設として，生涯学習に関する教育（医学及び保

健に関することを含む。）及び研究を行い，弘前大学（以下「本学」という。）の教育研
究の進展と地域における生涯学習の振興に資することを目的とする。

　（業務）
第 3条　センターは，次の各号に掲げる業務を行う。
　（1）生涯学習に関する教育内容・方法の研究
　（2）社会人を対象とする公開講座等の生涯学習事業の実施
　（3）生涯学習指導者の養成
　（4）生涯学習に関する情報の収集及び提供
　（5）生涯学習に関する相談事業
　（6）生涯学習に関する調査・研究報告書等の刊行
　（7）メディカルコミュニケーションセンターの業務に関すること。
　（8）その他生涯学習に関すること。
　（職員）
第 4条　センターに，次の各号に掲げる職員を置く。
　（1）センター長
　（2）専任教員
　（3）その他必要な職員
　（センター長の選考等）
第 5条　センター長は，本学の教授をもって充てる。
2 　センター長の選考は，管理運営規則第52条に定める教育研究評議会の推薦に基づき，
　学長が行う。
3 　センター長の任期は， 2 年とし，再任を妨げない。
4 　センター長は，センターの業務を掌理する。
　（専任教員の選考）
第 6条　センターの専任教員の選考は，教育研究評議会の議に基づき，学長が行う。
　（センター協力教員）
第 7条　センターに，センターが行う事業を円滑に実施するため，センター協力教員を置
　くことができる。
2 　センター協力教員の任期は，担当する業務が終了するまでの期間とする。

（ ）
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3 　センター協力教員は，学長が任命する。
　（運営委員会）
第 8条　センターの管理運営に関する事項を審議するため，弘前大学生涯学習教育研究セ

ンター運営委員会（以下「運営委員会」という。）を置く。
2 　運営委員会の組織及び運営については，別に定める。
　（事務）
第 9条　センターの事務は，学術情報部社会連携課において処理する。
　（その他）
第10条　この規程に定めるもののほか，センターの運営に関し必要な事項は，センター長

が別に定める。

　　　附　則
　この規程は，平成16年 4 月 1 日から施行する。

　　　附　則
　この規程は，平成16年10月 1 日から施行する。

　　　附則
　この規程は，平成21年２月９日から施行する。

　　　附則
　この規程は，平成21年５月28日から施行し，改正後の規定は，平成21年４月１日から適
用する。

　　　附則（平成22年５月17日規程第53号）
　この規程は，平成22年５月17日から施行する。
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　（2）弘前大学生涯学習教育研究センター運営委員会内規
平成16年 4 月 1 日制定　　
最終改正：平21．4．1　　

　（趣旨）                
第 1条　この内規は，国立大学法人弘前大学管理運営規則（平成16年規則第 1 号）第95条

及び弘前大学生涯学習教育研究センター規程第 8 条の規定に基づき，弘前大学生涯学習
教育研究センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）の組織及び運営に関し，
必要な事項を定めるものとする。

　（組織）
第 2条　運営委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。
　（1）センター長
　（2）センターの専任教員     
　（3）各部局から推薦された教員各１名
　（4）学長が指名する教員以外の職員 1 名
　（5）その他委員長が必要と認めた職員
2 　前項第 3 号の委員は，学長が任命する。
　（委員の任期）
第 3条　前条第 3 号の委員の任期は， 2 年とし，再任を妨げない。
2 　前項の委員に欠員が生じた場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。
　（委員長及び副委員長）
第 4条　運営委員会に委員長を置き，センター長をもって充てる。
2 　委員長は，会議を招集し，その議長となる。
3 　運営委員会に副委員長を置き，委員長が指名する委員をもって充てる。
4 　副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故があるときは，その職務を代理する。
　（会議）
第 5条　運営委員会は，委員の過半数の出席をもって成立する。
2 　運営委員会の議事は，出席委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決
するところによる。

　（委員の代理出席）
第 6条　委員に事故があるときは，当該委員の指名した者が委員として代理出席すること

ができる。
　（委員以外の出席）
第 7条　運営委員会が必要と認めたときは，委員以外の者を会議に出席させ，意見を聴く

ことができる。
　（専門委員会）
第 8条　運営委員会に専門的事項を調査し，又は企画，立案若しくは実施をするため，専

門委員会を置くことができる。
2 　専門委員会の名称，組織及び運営については，運営委員会が別に定める。

（ ）
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　（庶務）
第 9条　運営委員会の庶務は，学術情報部社会連携課において処理する。
　（その他）
第10条　この内規に定めるもののほか，センターの運営に関し必要な事項は，運営委員会

が別に定める。

　　　附　則
　この内規は，平成16年 4 月 1 日から施行する。

　　　附　則
　この内規は，平成16年10月 1 日から施行する。

　　　附　則
　この内規は，平成17年10月28日から施行し，平成17年 4 月 1 日から適用する。

　　　附　則
　この内規は，平成19年 4 月 1 日から施行する。
　
　　　附　則
　この内規は，平成21年４月１日から施行する。
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2．機構・組織

　センターの運営は，各部局から推薦された委員，学長が指名する教員以外の職員 1 名，
センター長並びに専任教員が構成員となった「弘前大学生涯学習教育研究センター運営委
員会」で，全学的な視野から検討されることになっています。

○生涯学習教育研究センター運営委員会
生涯学習教育研究センター　　　　教　授　　浅　野　　　清
生涯学習教育研究センター　　　　准教授　　藤　田　昇　治
生涯学習教育研究センター　　　　講　師　　深　作　拓　郎
人文学部　　　　　　　　　　　　准教授　　澤　田　真　一
教育学部　　　　　　　　　　　　教　授　　佐　藤　三　三
医学研究科　　　　　　　　　　　教　授　　大　山　　　力
保健学研究科　　　　　　　　　　准教授　　井　瀧　千恵子
理工学研究科　　　　　　　　　　教　授　　吉　澤　　　篤
農学生命科学部　　　　　　　　　准教授　　武　田　共　治
学術情報部社会連携課　　　　　　課　長　　齋　藤　伸　雄

○センター協力教員
　人文学部　　　　　　　　　　　　教　授　　森　　　樹　男（22.4.1～23.3.31）
　人文学部　　　　　　　　　　　　准教授　　髙　島　克　史（22.4.1～23.3.31）
　教育学部　　　　　　　　　　　　准教授　　増　田　貴　人（22.4.1～23.3.31）

事　務　局
学術情報部社会連携課
社 会 連 携 グ ル ー プ
共 同 教 育 研 究 課
共同センター第２グループ

生涯学習教育研究
センター運営委員会

社会連携・情報担当
理　　　事

生　涯　学　習　教　育
研　究　セ　ン　タ　ー
センター長・専任教員
セ ン タ ー 協 力 教 員

学　　　　　長

社会連携
委 員 会
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3．地図・連絡先

弘前大学生涯学習教育研究センター
〒036-8561　弘前市文京町 3 番地
ＴＥＬ（0172）39－3146〈直通〉
ＦＡＸ（0172）39－3146

分室（医学部コミュニケーションセンター）
〒036-8203　弘前市本町40－1
ＴＥＬ（0172）39－5240〈直通〉
ＦＡＸ（0172）39－4056

事務局　学術情報部社会連携課社会連携グループ
〒036-8561　弘前市文京町 3 番地
ＴＥＬ（0172）39－3904，3910
ＦＡＸ（0172）39－3919
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編　集　後　記

　この一年の間に、地域にとって特筆すべきことが少なくとも２つあった。その一つは、
昨年12月に東北新幹線が新青森駅まで開通したことであり、他の一つは３月に東北・関東
地域で巨大地震と津波が起き、原発の事故による被害が生じたことである。県内でも八戸
市などで大きな被害が生じた他、観光業や農業などで多くの風評被害が生じている。
　地震から５ヶ月が過ぎ確実に復興が進んでいるものの、国政レベルでの長期的な展望は
うちだされておらず、また、避難生活を余儀なくされている人や原発事故の保障を受けて
いない人なども多い。地方の国立大学としても、復興に向けた、あるいは地域の防災に向
けた、様々な努力が求められているところである。
　今回の『年報』では、お二人に「実践報告」を寄稿していただいた。「あおもりツーリ
ズム人づくり大学『はやて』」でも講師を担当していただいた辻さんには、地域づくりで
貴重な成果を上げている事例をまとめていただいた。古舘さんには、国際交流の事業を大
学・行政・市民が社会的協同として取り組む可能性・意義についてまとめていただいた。
　こうした大学と直接・間接に連携した実践は、一方で地域づくりを促進することに繋が
り、他方で地域における大学の役割や「大学開放」の方向性を具体化・豊富化する上で重
要である、と言えるのではないだろうか。

発行　平成 23 年 8 月 31 日

弘前大学生涯学習教育研究センター
　　　　　年報　第 14 号

発行　弘前大学生涯学習教育研究センター
　　　〒036-8561　弘前市文京町 3 番地
　　　☎（0172）39－3146
印刷　や ま と 印 刷 株 式 会 社
　　　〒036-8061　弘前市神田 4 丁目 4 － 5
　　　☎（0172）34－4111
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